














































































































































































E.T.COVER

●塩ビ管φ200、φ300に接続可能
●再生プラスチック製台座付

トイレふた

ETS-P14EM-RO-G

質量（単位：kg）破壊荷重表

蓋 受枠 中蓋 台座 破壊荷重
（kN） 載荷板

15 31 0.7 8.5 70以上 200×250
φ620
φ520

φ150

PCD475
3-16×40アンカー穴

26
0

24
0

15
0

60

480
460

φ620
φ420

φ416
φ400

50

PCD475
6-40×16アンカー穴

15
0

60

φ221
φ600
φ820

φ654
φ634
φ270

PCD760
12-アンカー穴

11
0

オプション・関連商品 トイレふた用途   ゴム充填タイプは
  お問い合わせ下さい。

開閉バール
H-GM36
▶P.218

開閉ハンドル
H-CF
▶P.218

和式・洋式兼用。
洋式使用時は別途、
洋式便座が必要。

洋式専用。別途、
洋式便座が必要。

塩ビ配管タイプ
塩ビ配管タイプに適した
商品バリエーション

化粧蓋

災
害
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料
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●塩ビ管φ300用
●再生プラスチック製台座付
●ゴムチップ充填タイプ製作可能
※中蓋はついておりません

洋式トイレふた

DP3-300-14-DR

質量（単位：kg）破壊荷重表

蓋 受枠 台座 破壊荷重
（kN） 載荷板

15 19 8.5 200以上 200×250

●φ600-φ200の親子ふたタイプ
●洋式トイレふたの他に、ゲート部や
  受水槽用の蓋として利用可能
※塩ビ管に接続するタイプの蓋ではありません
※中蓋はついておりません

洋式トイレ親子ふた/ゲートふた

SCH-602AUL4A-DR/RO

質量（単位：kg）破壊荷重表

蓋 子蓋 受枠 破壊荷重
（kN） 載荷板

39 6 45 700以上 200×500

210

E.T.COVER

●中蓋付で高い防水性を実現

●中蓋・パッキン付で高い防水性を実現

●φ600-φ200の親子ふたタイプ
●親蓋・子蓋ともに下水道用マンホールふたと同じ浮上
防止ロック付なのでバール1本で開閉可能
●ゴムチップ充填タイプ製作可能
※中蓋はついておりません

トイレふた

ETS-P14EK-RO-G

トイレ親子ふた

ETW-14EW-RO-G-RO

洋式トイレ親子ふた

SCH-602AUL4A-DR/DR

質量（単位：kg）破壊荷重表

蓋 受枠 中蓋 破壊荷重
（kN） 載荷板

15 20 0.7 70以上 200×250

質量（単位：kg）破壊荷重表

蓋 子蓋 受枠 破壊荷重
（kN） 載荷板

39 6 45 700以上 200×500

質量（単位：kg）破壊荷重表

蓋 子蓋 受枠 中蓋 破壊荷重
（kN） 載荷板

38 15 48 0.7 400以上 200×500

φ150

480
460

560
350

11
0

34
0

38
0

26
0

24
0

15
0

40

φ150
φ600

φ654
φ634
460

φ820

PCD760
12-22×40アンカー穴

11
0

15
0

24
0

40

φ654
φ634
460

φ150
φ600
φ820

PCD760
12-22×40アンカー穴

24
0

11
0

15
0

40

φ221
φ600
φ820

φ654
φ634
φ270

PCD760
12-アンカー穴

11
0

地下BOXタイプ

マンホール本体活用タイプ

防水機能に特化

既設マンホール蓋の取り替えにも

化粧蓋

災
害
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料
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●下水道用マンホールふたと同じ浮上防止ロック付

トイレ親子ふた

ETW-14E-RO-G-DR

質量（単位：kg）破壊荷重表

蓋 子蓋 受枠 中蓋 破壊荷重
（kN） 載荷板

37 15 45 0.7 400以上 200×500

211





E.T.COVER

災害用マンホールトイレふた施工事例

塩ビ配管タイプ

ETS
東京都・葛西臨海公園

ETS
名古屋市・米野公園

ETW・ETS
神戸市・神戸震災記念公園

ETS
和泉市・つくしの公園

ETW・ETS
香芝市・某中学校

公園

公園

公園 学校

公園

化粧蓋

災
害
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料
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地下BOXタイプ

ETW
柏崎市・柏崎駅前防災公園

ETW
名取市・美田園風の音公園

ETW・HYN-1
東大阪市・金物団地組合

ETW・ETS
豊中市・服部緑地

公園

公園

施設

公園

化粧蓋

災
害
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料
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マンホールトイレは阪神淡路大震災の
すぐ後に開発され、大阪市を始め、
数々の実績のある製品です。

化粧蓋

災
害
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料
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13
付属品
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専用ハンドル

H-K1

H-S2

H-K2

H-CF

H-P2

H-GL H-GS

〈適合製品〉
R＊K、S＊K、N＊K、HMA-S、HMB-S、DKK 等

〈適合製品〉
R＊K、S＊K、N＊K、HMA-S、HMB-S、DKK 等

〈適合製品〉
MPU、MPS、MAU、MAS 等

〈適合製品〉
DTF-B 等

〈適合製品〉
JIS-D、KMH-MFBM（D） 等

〈適合製品〉
KMH-P（D） 等

〈適合製品〉
ETS-P14、ETW-14E、ロック形状OA型用 等

H-K8 H-K14

〈適合製品〉
GFG 等

〈適合製品〉
KGL 等

六角棒スパナH-T2 T型ボックスレンチ

〈適合製品〉
（D）AW、（D）CW 等

〈適合製品〉
KMH-UD、UBD 等

〈適合製品〉
DW70K、NRU 等

専用カバー

CP1 CP1-C CP2

CP4 CP21

CP22 CP71 GBG用

TC-1 TC-1U R2

〈適合製品〉
R＊K、HMA-S 等　取手口用

〈適合製品〉
（D）CW、ルーツグレート連結部

〈適合製品〉
（D）CW 等　取手口用

〈適合製品〉
ETS-P14、ETW-14E 等　ロック部用

〈適合製品〉
GBG 等　ボルト部用

〈適合製品〉
KMH-P（D） 等　取手口用

〈適合製品〉
KMH-PU（D） 等　取手口用

〈適合製品〉
N70K-12T-R 等　施錠部用

〈適合製品〉
長バール穴用

〈適合製品〉
DW70K-B60 等

〈適合製品〉
コジリ穴用

CP6

〈適合製品〉
DW70K-B60 等

専用バール 吊り金具

H-GM36 H-GM11-2

〈適合製品〉
グラウンドマンホール全般、N＊K-12T 等

〈適合製品〉
ロック形状OA型用

〈適合製品〉
SCH-1206、SCH-1506 等

吊り金具

化粧蓋

付
属
品

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料
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化粧蓋

巻
末
資
料

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料
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SHASE-S209-2009 鋳鉄製マンホールふた（抜粋）　空気調和・衛生工学会規格

¡適用範囲
　この規格は、建物内、建物敷地内、公園敷地内及び敷地周辺道路（公共
の車道を除く）に使用する鋳鉄製マンホールふたに適用する。

¡品質
¡外観
　マンホールふた・化粧マンホールふたおよび格子ふたの内外面は、滑
らかで、割れ・傷・鋳ばり・鋳巣・砂付き、その他有害な欠点があっては
ならない。
　表面には、泡・膨れ・はがれ・塗りだまり・塗り残し・異物の付着・著
しい粘着、その他の欠点がなく、滑らかでなければならない。
¡はめ合わせ
　マンホールふたおよび化粧マンホールふたの枠との合わせ面は、がた
つきがあってはならない。密閉形（テーパ・パッキン式）および中ふた付
き密閉形（テーパ・パッキン式）のふたと枠をはめ合わせたとき、水密で
なければならない。
　密閉形（ボルト・パッキン式）のふたと枠は、ナットで締め付けたとき、
水密でなければならない。

¡種類および大きさの呼び
　マンホールふたの種類および大きさの呼びは、表-1のとおりとし、大
きさの呼びは、枠の有効内径で表す。

水封形

簡易密閉形
（パッキン式）

（テーパ・パッキン式）
密閉形

中ふた付き密閉形
（テーパ・パッキン式）
密閉形
（ボルト・パッキン式）

5000K
1500K

300 350 400 450 500 750600 900
300

50
15
5
50
15
5

5
15
50

50
15

5

350 450400 750 900600500
400 450350300500K 500

900400 4503503005000K
1500K 300 400350 450

500
600

900
750

500
600

750

800

400 450350300500K

450
450

450
500

800

500
500

500
600
600

450 500

600
600

700
700

種　　類

5000K

1500K
5000K
500K
1500K

500K

大きさの呼び［㎜］ 安全荷重［kN］

600

600

700
700

格子ふたの種類および呼びは、表-2のとおりとし、大きさの呼びは、枠の有効内のり寸法で表す。

角形格子ふた
5000K
1500K

300 350 400 450 500 700600
300

50
15
5

350 450400 700600500
400 450350300500K 500 600

種　　類 大きさの呼び［㎜］ 安全荷重［kN］

番　号

JIS　G　5501-FC200

名　称

① 蓋

② 枠

種　類

1500K
5000K

500K
全　種

材　料　名
球状黒鉛鋳鉄品

ねずみ鋳鉄品

適　用　規　格
JIS　G　5502-FCD500-7

表-１

表-２

¡材料・形状・寸法
　マンホールふた・化粧マンホールふたおよび格子ふたの材料・形状・寸
法は、付図1～16による。なお、その構造は製造業者の考案意匠による。

¡塗装
　マンホールふた・化粧マンホールふたおよび格子ふたは、内外面とも
塗装しなければならない。
　(1)塗装を行う前に、内外面とも、さび・スケール、その他の付着物を

完全に除去しなければならない。
　(2)塗装は、樹脂塗装・水溶性合成樹脂焼付け塗装またはエポキシ樹脂

塗装のいずれかによる。ただし、飲料用タンクに設けるマンホール
ふたの塗装は衛生上無害であり、水質に害を与えないものとする。

　(3)(2)以外の塗装を行う場合は、当事者間の協定による。

図１　水封形マンホール蓋の材料

番　号 名　　称 種　類

蓋

枠

5000K
①

②

1500K

全　種
500K

材　料　名
球状黒鉛鋳鉄品

ねずみ鋳鉄品 JIS　G　5501-FC200

適　用　規　格
JIS　G　5502-FCD500-7

図２　角形格子蓋の材料

2

1

2
1

221

化粧蓋

巻
末
資
料

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料

14
図３　水封形マンホール蓋の形状および寸法

記号

300
種類

呼び
D

蓋
B F

基準
寸法 許容差 寸法

基準 許容差 t J1

A

寸法
基準 許容差 C E

寸法
基準 許容差

F
2tH

枠

3t R S

350
350 400

±1.5
±1.5

11 ±0.5
11 ±0.5

6
6

3
3

355
405 ±1.5

±1.5 55
55

410
460

11
11 ±0.5

±0.5 6
6

50
50 6

6 30
35 25

25

12400 450 ±1.5 ±0.5 7 4 510455 ±1.5 55 ±0.512 50 2566 40

13
12

500
450

550
500

±1.5
±1.5

±0.5
±0.5

8
7

5
4

610
560

555
505

±1.5
±1.5

55
55

±0.5
±0.5

13
12

50
50

25
25

6
6

6
6

50
45

18
10

17
14

±1.5345300

750
900

600
825
975

650
±1.5
±1.5

±1.5

35±0.5
±1.0
±1.0
±0.5

12
13

9
7
9

6

1050
390

900
710

45±1.5350

830
980

655
±1.5
±1.5

±1.5
75
75

55

4510 ±0.5
±1.0
±1.0
±0.5

18
17
14

60
60
50

25
25

25
25

305 5
7
7
6

7
7

6

90
75
60

10
10
10

10
10±1.5445400

500
600

450
545
645

495
±1.5
±1.5

±1.5

350 395 ±1.5
45±0.5

±0.5
±0.5
±0.5

5
5

5
5
6

4

±0.5 5 3

540
590
690

440
49045±1.5450

550
650

500
±1.5
±1.5

±1.5
45
45

45

400 ±1.5 45
4510 ±0.5

±0.5
±0.5
±0.5

10
10
10

45
45
45

±0.510 45

25
25
25

25
25405 5

5
5
5

5
5

5 45
50
60

55 35

5000K
および
1500K

500K

以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上

以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上

以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上

以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上

備考　1）JおよびRは参考値とする。
2）特に許容寸法を表示してあるもの以外の許容差は、JIS　B　0403（鋳鉄品一寸法公差方式及び削り代方式）の鋳造公差等級CT12とする。
3）蓋表面のすべり止め模様および蓋の取っ手の構造配置は、製造業者の考案意匠による。
4）蓋裏面の補強リブの形状配置は、製造業者の考案意匠による。ただし、増厚など補強リブに代わる構造で、荷重試験に合格するものはリブなしも可とする。
5）鎖の取付けは、注文者の指示による。

図４　角形格子蓋の形状および寸法

300
350
400
450
500
600
700
300

600
700

350

450
400

500

400

500
450

600

350
300

330

530
630

430

730
330
380

480
430

530
480

630

380
330

630
730

380

480
430

530
5000K

1500K

500K

34

34
34

34
34
34

34

34

34
34

34
34
34

34

34

34
34

34

34
34

±1.5

±1.5
±1.5

±1.5

±1.5

±1.5
±1.5

±1.5
±1.5

±1.5
±1.5

±1.5

±1.5
±1.5

±1.5
±1.5

±1.5
±1.5
±1.5

±1.5

記号

種類

呼び

D 基　準
寸　法 寸法差

蓋
B

F t 基　準
寸　法 許容差

A
枠

C E H t

40

40
40

40

40

40
40

40
40

40
40

40

40
40

40
40

40
40
40

40
380

580
680

480

780

480
530

430
380

580
680

530

380
430

780
680

480

580
530

430
±1.5335

±1.5535
±1.5635

±1.5435
±1.5

±1.5
±1.5

±1.5
±1.5

±1.5
±1.5

±1.5735

435
485

335
385

535
635

485

±1.5

±1.5
±1.5
±1.5

±1.5
±1.5

±1.5
±1.5335

385

635
735

435
485
535

385
18以上
以上18

18以上

20
18
以上
以上

以上
以上

22
20

以上18

24
22
以上
以上

18
20
20
22

以上
以上
以上

以上

以上12

14
12
以上
以上

12
12以上
以上

以上40

以上40
40以上

以上40

以上40
40
40

40
40以上
以上

以上
以上

40
40

40
以上
以上

以上

40
40
40
40

以上
以上

以上
以上

40
40
40
40

以上
以上
以上

以上
6以上

6以上
以上6

6以上

6以上

以上6
以上6

以上
以上6
6

以上6
以上6

以上6

以上6
以上6

以上
以上
6
6

以上6

以上
以上
6
6

以上6

以上14

1 2

単位（㎜）

備考　1）ふた開口部有効面積は、有効内のり寸法の30％以上とする。
2）特に許容寸法を表示してあるもの以外の寸法は、JIS　B　0403（鋳鉄品－寸法公差方式及び削り代方式）の鋳造公差等級CT12とする。
3）ふた開口部の形状・寸法は、製造業者の考案意匠による。
4）図の枠は一体型であるが、組み立て式も可とする。
5）鎖の取付けは、注文者の指示による。

Z
O
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R
リブ

Z

A
断面　Z－O－Z

J
H
F

S

t2

封水

CD

t1

E

取っ手
B

リブ

H

C

t1

F

t2

A×A

E×E
D×D

B×B
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¡荷重試験
¡たわみ試験の試験方法
　たわみ試験の試験方法は、図1に示すように試験体の枠を全面で支
え、ふた（試験体）の中央に表-3に示す加重体を載せ、たわみ試験荷重に
達するまで徐々に荷重を加えたときのたわみ量及び荷重除去後のたわ
み量（残留たわみ）を測定する。ただし、試験体はパッキンを外したもの
とする。
¡破壊試験の試験方法
　破壊試験の試験方法は、5.1を終了後、さらに表-3に示すたわみ試験
荷重の4倍に相当する破壊試験荷重に達するまで徐々に荷重を加え試
験を行う。
¡合格基準
　安全荷重時におけるたわみ量は、有効内径または有効内のり寸法の
0.6％以内、荷重除去後のたわみ量は、有効内径または有効内のり寸法
の0.2％以内とし、かつ安全荷重の4倍以下で破壊してはならない。
¡呼び方
　マンホールふた・化粧マンホールふたおよび格子ふたの呼び方は、名
称・種類および大きさの呼びによる。
例　マンホールふた：水封形1500K-300
　　角形格子ふた：5000K-450
¡表示
　ふた（化粧マンホールふたは裏面）に、大きさの呼び・種類および製造
業者名またはその略号を鋳出し（高さ1㎜以上）しなければならない。
例　750-5000K、450-5000K、600-1500K、600-500K

図１　マンホールふたおよび格子ふたの試験要領

JSWAS-G-4-2023 下水道用鋳鉄製マンホール蓋（抜粋）

¡適用範囲
　この規格は、下水道のマンホールに用いるふたと枠について規定す
る。枠に転落防止装置を取付ける場合は附属書による。

¡品質

¡種類

¡荷重強さ
　ふたと枠は、8.2及び8.3に規定する荷重たわみ試験並びに耐荷重試験
を行った場合、表-3に示す基準値を満足しなければならない。

¡外観
　ふたと枠の内外面には、傷、鋳巣、その他使用上有害な欠陥があっては
ならない。

　ふたと枠の種類は、表-1のとおりとする。なお、性能区分については、
表-2のとおりとする。

荷重

加重体 φd

最大たわみ量

台

試験体

表-3 加重体の大きさと試験荷重

種類 大きさの呼び 加重体の大きさ
φd（㎜）

たわみ試験荷重
（kN）

破壊試験荷重
（kN）

5000K
300 170a） 25a） 100a）

350～ 900 330 50 200
1500K 300～ 900 170 15 60
500K 300～ 600 150 5 20

注a　試験方法上、加重体の大きさ及び試験荷重は特例とする。

注1.転落防止装置を取付けることができる。
注2.900-600は親子式（2枚ふた）のふたを示し、子ふたには呼び600のふたを使用する。
　　また、子ふたには、転落防止装置を取付けることができる。

表-1 ふたと枠の種類

表-3 荷重強さの基準値

表-2 ふたと枠の性能区分

種類 呼び 主な使用場所（参考）

T-25

300

道路一般

400
500
600 注 1
900

900-600 注 2

T-14

300

歩道又は大型車の
通行の少ない道路

400
500
600 注 1
900

900-600 注 2

試験の種類
荷重強さ

呼び 種類 試験荷重
（kN)

たわみ
（㎜）

残留たわみ
（㎜）

荷重たわみ
試験

300
T-25 55

1.2以下 0.1以下
T-14 30

400
T-25 105

1.5以下 0.1以下
T-14 60

500
T-25 105

1.8以下 0.1以下
T-14 60

600
T-25 210

2.2以下 0.1以下
T-14 120

900
T-25 210

3.2以下 0.1以下
T-14 120

900-600
T-25 210

3.2以下 0.1以下
T-14 120

耐荷重試験

300
T-25 180

割れ又は
ひびのないこと

T-14 100

400
T-25 350
T-14 200

500
T-25 350
T-14 200

600
T-25 700
T-14 400

900
T-25 700
T-14 400

900-600
T-25 700
T-14 400

区分 性能
基本性能 がたつき防止性能、逸脱防止性能
付加性能 不法開放防止性能、圧力解放耐揚圧性能

223

化粧蓋

巻
末
資
料

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料

14
¡形状及び寸法

¡材質

¡構造及び性能

¡試験方法

¡塗装

　ふたと枠の形状及び寸法は、図-1のとおりとする。

　ふたと枠の材質は、JIS G 5502と同等以上とし、材質試験に規定す
る試験を行った場合、表-4の基準値を満足しなければならない。

¡ふたと枠の支持構造及び性能
　ふたと枠の支持構造は、ふたと枠の接触面を機械加工した急こう（勾）
配受けとし、外部荷重に対し、がたつきを防止できること。（がたつき防
止性能）
¡ふたと枠の連結構造及び性能
　ふたと枠は、ちょう（蝶）番等にて連結され、性能区分により区分され
るそれぞれの性能は以下のとおりとする。
（1）ふたは、開閉操作時に逸脱しないこと。（逸脱防止性能）
（2） ふたは、所定の専用工具以外で、容易に開放されないよう、錠を備

えた構造とすること。（不法開放防止性能）
（3） ふたは、マンホール内の圧力により、20㎜以下の高さに浮上して

圧力を解放し、浮上状態においても車両通行により解錠しないこ
と。及び、内圧低下後には、ふたが枠に納まる構造とすること。（圧
力解放耐揚圧性能）

¡外観及び形状
ふたと枠の外観及び形状は、目視によって調べる。

¡荷重たわみ試験
　荷重たわみ試験は、ふたと枠を供試体とし、図-2に示す方法により行
う。供試体をがたつきのないように鉄製台と共に試験機定盤上に載せ、
ふたの上部中央に厚さ6㎜の良質のゴム板を敷き、その上に鉄製載荷板
を置き、この箇所に表-3に示す試験荷重を鉛直方向に一様な速さで5分
間以内に加え、荷重たわみ試験を行う。この場合、試験前にあらかじめ試
験荷重と同一の荷重を加えてから試験を行う。試験は、規定の荷重を加
え1分間保持した状態で、この時のたわみを測定する。
　また、残留たわみは、荷重を取り去った後のたわみを測定する。なお、
たわみの測定は図-2による他、ふたの中心及び中心を通る直線の両端に
ダイヤルゲージを配置し、その差によってもよい。

　ふたと枠の塗装は、内外面を清掃した後、乾燥が速やかで、密着性に富
み、防食性及び耐候性に優れた塗料で塗装しなければならない。塗装後
の表面は、泡、ふくれ、塗り残し、その他欠点がないものとする。

注1.ふたに補強リブを設けた場合を示す。
　2.開閉器具用穴は、1箇所以上設ける。
　3.アンカー穴については、6個又は12個とし、等ピッチで設ける。
　4.数値は、標準寸法を示す。
　5.汚水用ふたは、密閉することができるふたとする。

表-4 材質の基準値

表-5 圧力解放耐揚圧性能の基準値（呼び600）

（3）寸法及び寸法の許容差

種類 材質記号 引張強さ
（N/㎟） 伸び（％） 硬さ（HB） 黒鉛球状化率

（％）
ふた FCD700 700以上 5～ 12 235以上 80以上
枠 FCD600 600以上 8～ 15 210以上 80以上

項目 基準値
耐揚圧荷重強さ 60kN～ 106kN
浮上高さ 20㎜以下
残留高さ 10㎜以下

呼び
A B C D E F G

寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差
300 300

±3.1
460

±3.5
110

±2.5

410
±3.5 16 注4 ±1.5

40注 4 ±1.8 ̶ ̶
400 400 580 520
500 500

±3.5
680

±4
620

600 600 820 760 ±4
22 注4 ±1.6900

900 ±4 1140注 4 ±4.5 120注4 1060 ±4.5
900-600 600 ±3.5

（1）ふたと枠の形状

F

滑り止め凹凸模様

C

注3

注1補強リブ

E

開閉器具用穴

枠
ふた

注2

A

D
B

アンカー穴

注2開閉器具用穴

F

子ふた

アンカー穴

注1補強リブ

注3

C

E

G

B
A

D

滑り止め凹凸模様

親ふた
枠

（単位：㎜）

図-1 ふたと枠の形状及び寸法
（2）ふたと枠（親子式）の形状



224

化粧蓋

巻
末
資
料

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料

14
¡耐荷重試験

¡寸法

¡材質試験

¡ふたと枠の支持構造及び性能試験

¡ふたと枠の連結構造及び性能試験

　耐荷重試験は、荷重たわみ試験と同様の方法により試験荷重を負荷し
た後、割れ又はひびの有無を目視にて調べる。

　ふたと枠の寸法は、JIS B 7502に規定するマイクロメータ、JIS B 
7507に規定するノギスなどを用いて測定する。

¡表示
　ふたの裏面には、容易に消えない方法で、次の事項を表示しなければ
ならない。
（1）種類及び呼び
（2）材質記号（FCD 700等）
（3）製造年又はその略号
（4）製造業者名又はその略号

　材質試験は、JIS G 5502に規定された供試材を3個鋳造し、その内1
個の供試材を引張り及び硬さ試験片に仕上げたものにより試験する。
¡引張り及び伸び試験
　引張り及び伸び試験は、供試材よりJIS Z 2201の4号試験片に仕上
げたものを、JIS Z 2241に基づき、引張強さと伸びの判定を行う。
¡硬さ試験
　硬さ試験は、供試材より作成した試験片を、JIS Z 2243に基づき、硬
さの測定を行う。
¡黒鉛球状化率判定試験
　黒鉛球状化率判定試験は、硬さ試験を行った試験片を良く研磨し、JIS 
G 5502の黒鉛球状化率判定試験に準じて、黒鉛球状化率を判定する。

　ふたのがたつき防止性能試験は、ふたと枠を供試体とし、供試体に衝
撃を加えてふたのがたつきが無いことを確認する。

　ふたと枠の連結構造及び性能試験は、以下のとおりに行う。
¡ふたの逸脱防止性能試験
　ふたの逸脱防止性能試験は、ふたを360度旋回及び180度転回させふ
たの逸脱の有無について確認する。
¡ふたの不法開放防止性能試験
　ふたの不法開放防止性能試験は、専用工具以外のバール、つるはし等
にてふたの開放操作を行い、容易に開放できないことを確認する。
¡ふたの圧力解放耐揚圧性能試験
　ふたの圧力解放耐揚圧性能試験は、（1）ふたの耐揚圧荷重強さ試験、
（2）ふたの浮上しろ試験、（3）ふた浮上時の車両通行試験、（4）内圧低下
後のふたの収納性試験により確認する。
　（1）ふたの耐揚圧荷重強さ試験

ふたの耐揚圧荷重強さ試験は、図-3に示すように供試体を上下反
転して、ちょう番部、錠部の2点でふたを支持するように試験機定
盤上に載せ、ふた裏面中央のリブ部に厚さ6㎜の良質のゴム板を敷
き、その上に長さ200㎜、幅250㎜及び厚さ50㎜程度の鉄製載荷
板を置く。その後、鉛直方向に加える試験荷重と載荷板が垂直にな
るように、枠の位置を調整する。この箇所に試験荷重を一様な速さ
で5分以内で加える。

図-2 荷重試験方法

呼び 載荷板（㎜）
300 φ170、厚さ 20以上
400

200×250、厚さ 20以上
500
600

200×500、厚さ 50900
900-600

荷　重

載荷板
ゴム板

ダイヤルゲージ

鉄製台

供試体

　（2）ふたの浮上しろ試験
ふたの浮上しろ試験は、図-4に示すように長さ200㎜、幅250㎜
及び厚さ50㎜程度の鉄製載荷板を2枚重ねたものの上に、ふた裏
のリブが当たるように供試体を載せる。
ふたのちょう番部、錠部の2点で枠を支持していることを確認し、
ふた上面と枠上面の高さの差をノギス、デプスゲージ等にて、ちょ
う番部と錠部の2箇所を測定する。

　（3）ふた浮上時の車両通行試験
ふた浮上時の車両通行試験は、供試体をマンホールふた浮上試験
機（図-5）に固定し、車両が通行可能な状態とする。その後、マン
ホールを模した実験桝内に水を送り込み、ふたがやや緩く不安定
な状態に浮上し圧力解放をしている状態で、ふた上面を車両で通
過させ、解錠状態になっていないことを確認する。
通過方向はちょう番及び自動錠方向とし、通過位置はふたの中央
付近とする（必要に応じて通過位置の追加を行う。次に、ふたの向
き（あるいは車両通行の方向）を90度変えて同様の試験を行う。
なお、使用車両は普通自動車程度とし、通過速度は30㎞/h程度で
行う。

　（4）内圧低下後のふた収納性試験
内圧低下後のふた収納性試験は、供試体をマンホールふた浮上試
験機（図-5）に固定し、次に、マンホールを模した実験桝内に水を送
り込み、ふたの圧力解放を生じさせ、この状態を約1分間保持させ
る。その後、水の送り込みを停止させ、マンホール内の水位を下げ
た状態で、ノギス、デプスゲージ等にて、ふたと枠との間の残留高
さを90度ごとに4箇所を測定する。

図-3 ふたの耐揚圧荷重強さ試験方法

図-4 ふたの浮上しろ試験方法

図-5 ふた浮上試験機イメージ図

250

20
0

ゴム板載荷板載荷台 ふた 枠
試験荷重

ちょう番

錠
浮上しろ

供試体

マンホールを模した試験桝

地表面

送水用ポンプ
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JSWAS-G-4-2023 下水道用鋳鉄製マンホール蓋　解説（抜粋）

¡適用範囲

¡品質

　この規格は、下水道用マンホールに用いるふたと枠について規定し
た。

¡外観
　外観については、JIS A 5506に準じた。
¡荷重強さ
　ふたと枠の荷重強さについては、ふたと枠の剛性を確認するため、
JIS A 5506に準じて荷重たわみ試験を規定し、更に安全性を確認す
るため、耐荷重試験を規定した。なお、試験荷重及びたわみにおける数
値の根拠は、次のとおりである。

　（1）荷重たわみ試験荷重について
1）T-25の場合
道路橋示方書による自動車荷重の活荷重は100kNであるため、
JIS A 5506に準じ、活荷重に衝撃係数0.4を加えた衝撃荷重の
1.5倍を試験荷重とした。
100×（1+0.4）×1.5=210kN

2）T-14の場合
一後輪荷重は、車輌総重量の40％を負担することとすると、活荷
重は、
14tf×0.4×9.80665=54.92≒55kN
1）と同様、活荷重に衝撃係数0.4を加えた衝撃荷重の1.5倍を試
験荷重とした。
55×（1+0.4）×1.5=115.5kN≒120kN

　しかし、本規格に規定するふたは、呼び600、900及び900-600以
外はT荷重（表-7参照）の載荷面積（長さ200㎜×500㎜）がすべて載ら
ないため、試験に用いる載荷板の大きさをふたの大きさに合わせて変更
し、それぞれの面積の比率を乗じる。すなわち、呼び300については載
荷面積の約4分の1（φ170㎜）、呼び400及び500については載荷面
積の2分の1（200㎜×250㎜）の載荷板を用いることとした。
　したがって、呼び300、400及び500の試験荷重は、以下のように
なる。

　1）T-25の場合
呼び300は、
100×（1+0.4）×1/4×1.5=52.5kN≒55kN

呼び400・500は、
100×（1+0.4）×1/2×1.5=105kN

　2）T-14の場合
呼び300は、
55×（1+0.4）×1/4×1.5≒28.9kN≒30kN

呼び400・500は、
55×（1+0.4）×1/2×1.5=57.8kN≒60kN

　（2）試験荷重におけるたわみについて
JIS A 5506では道路橋示方書にある活荷重載荷時のたわみ
（L/600：Lは支間距離）に準じて、当該試験荷重におけるたわみ
を設定している。本規格でもこれに準じ、試験荷重におけるたわ
みを設定した。
なお、支間距離はふたの外径とし、その概数値を呼びにより表-8
のとおりとした。

　以下に、各呼びごとのたわみの計算を示す。

　残留たわみについては、JIS A 5506のとおり測定誤差を考慮し0.1
㎜以下とした。

　（3）耐荷重試験荷重について
耐荷重試験の試験荷重については、破壊に対する安全率を5とし
て規定した。すなわち、それぞれの活荷重に衝撃係数0.4を加え
た衝撃荷重に、安全率5を乗じた値とした。
以下に、各呼びごとの破壊荷重の計算を示す。

　1）T-25の場合
呼び300は、
100×（1+0.4）×1/4×5=175kN≒180kN

呼び400及び500は、
100×（1+0.4）×1/2×5=350kN

呼び600、900及び900-600は
100×（1+0.4）×5=700kN

　2）T-14の場合
呼び300は、
55×（1+0.4）×1/4×5≒96.3kN≒100kN

呼び400及び500は、
55×（1+0.4）×1/2×5=192.5kN≒200kN

呼び600、900及び900-600は
55×（1+0.4）×5=385kN≒400kN

表-7 T荷重（道路橋示方書より抜粋）

表-8 ふたの外径

活荷重 T荷重（kN） 橋軸方向の幅
（㎜）

橋軸直角方向の幅
（㎜）

A、B活荷重 100 200 500

呼び ふたの外径（㎜）
300 330
400 430
500 530
600 630
900 940
900-600 940

呼び300の場合

　            330          1　55kN×       ×                    ≒ 1.21㎜≒1.2 ㎜　            600                  1　　　　　　　　 100kN×　                                     4呼び 400の場合

　              430          1　105kN×       ×                    ≒ 1.51㎜≒1.5 ㎜　              600                  1　　　　　　　　   100kN×　                                       2呼び 500の場合

　              530          1　105kN×       ×                    ≒ 1.86㎜≒1.8 ㎜　              600                  1　　　　　　　　   100kN×　                                       2呼び 600の場合

　              630        1　210kN×       ×           ≒ 2.21㎜≒2.2 ㎜　              600   100kN 
呼び 900及び900-600 の場合

　              940        1　210kN×       ×           ≒ 3.29㎜≒3.2 ㎜　              600   100kN
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JSWAS-G-3-2005 下水道用鋳鉄製防護ふた（プラスチック製ます・小型マンホール用）（抜粋）

¡適用範囲
この規格は、JSWAS K-7（下水道用硬質塩化ビニル製ます）、

JSWAS K-8（下水道用ポリプロピレン製ます）及びJSWAS K-9(下水
道用硬質塩化ビニル製小型マンホール）に規定するます及び小型マン
ホールを、車両等の荷重から防護する場合に用いる鋳鉄製のふた及び枠
（以下、「防護ふた」という。）について規定する。

¡種類
防護ふたの種類は、表-1の通りとする。

¡品質

¡性能

¡形状及び寸法

¡構造

¡外観　
　防護ふたの外観は、次のとおりとする。
（1）防護ふたの内外面には、傷、鋳巣、その他使用上有害な欠陥があっ
てはならない。
（2）ふたの表面には、滑り止めの凹凸模様を設けるものとする。ただし、
その模様は規定しない。
（3）塗装後の表面は泡、ふくれ、塗り残し、その他欠点がないものとする。

¡荷重強さ　
防護ふたの荷重強さは、【荷重たわみ試験】【耐荷重試験】によって試

験したとき、表-2に適合しなければならない。

防護ふたの形状及び寸法は、図-1～3の通りとする。

¡構成　
標準型の構造は、ふたと枠からなる。
簡易型の構造は、ふたと枠及び胴パイプからなる。
なお、銅パイプは、JSWAS K-1（下水道用硬質塩化ビニル管）の直管
とし、ボルト・ナットなどにより枠に固定する。
¡ふたの支持　
T-25及びT-14防護ふたは、こう配受とし、T-8防護ふたは、こう配

受け又は平受けとする。
こう配受けの防護ふたは、ふたと枠の接触面にがたつきを生じさせな
いよう機械加工する。平受けの防護ふたは、実用上、有害ながたつきが
あってはならない。
¡ふたと枠の連結　
ふたの逸脱防止のため、ふたと枠はちょう（蝶）番、鎖等で連結する。
ちょう番は、ふたの開閉を行ったとき、ふた及び枠から容易に離脱し

てはならない。
また、ふたは、容易に開放できないよう、錠（ロック）を備えた構造と

することができる。

表-2 防護ふたの荷重強さ

呼び 種類

荷重たわみ試験 主な使用場所（参考）

試験荷重
（kN）

性能
試験荷重
（kN） 性能たわみ

（㎜）
残留たわみ
（㎜）

150 T-8 ー ー ー 40

割れ及び
ひびのないこと

200
T-25 55

0.8以下 0.1以下
180

T-14 30 100
T-8 20 60

300
T-25 105

1.3以下 0.1以下
350

T-14 60 200
T-8 35 120

350
T-25 105

1.5以下 0.1以下
350

T-14 60 200
T-8 35 120

表-1 防護ふたの種類

種類 略号 呼び 主な使用場所
（参考）150 200 300 350

標準型

T-25 T25A ー ◯ ◯ ◯ 道路一般

T-14 T14A ー ◯ ◯ ◯ 大型車の交通の
少ない道路

T-8 T8A ◯ ◯ ◯ ◯ 歩道・宅地内等
簡易型 T-8 T8B ◯ ◯ ◯ ー
注.防護ふたの「呼び」は、防護ふたが適用されるプラスチック製ます径及び小型マンホール径に対
応したものとする。

注1. ふた及び枠に補強リブを設けた場合を示す。
2. 開閉器具用穴は、1箇所以上設ける。
3. 形状の細部については、規定しない。
4. Bはふたの外径、B'は枠の内径を示す。
5. 枠にアンカー穴を設ける場合は、3個または6個とし、等ピッチで設ける。

注1. ふた及び枠に補強リブを設けた場合を示す。
2. 開閉器具用穴は、1箇所以上設ける。
3. 形状の細部については、規定しない。
4. Bはふたの外径、B'は枠の内径を示す。
5. 枠にアンカー穴を設ける場合は、3個または6個とし、等ピッチで設ける。

図-1　標準型防護ふたT-25、T-14（略号　T25A T14A）

図-2　標準型防護ふたT-8（略号　T8A）

呼び A
（最小）

B
（最小）

C
（最小）

D
（最小）

E
（最小）

高さ t
（最小）F 許容差

200 245 231 220 240 30 150 ±2.5 5

300 403 386 360 400 40
110

±2.5 6
150

350 463 443 410 450 45 150 ±2.5 6

呼び A
（最小）

B
（最小）

C
（最小）

D
（最小）

E
（最小）

高さ t
（最小）F 許容差

150 208 188 169 190 10 150 ±2.5 4
200 258 242 220 240 12 150 ±2.5 4

300 403 386 360 400
40 110

±2.5 4
20 150

350 463 443 410 450 25 150 ±2.5 4

（単位：㎜）

（単位：㎜）

Ｄ Ｅ

Ｆ

Ｂ、Ｂ´
Ａ

Ｃ

ｔ

補強リブ

ふた

枠

開閉器具用穴

滑り止め凹凸模様

Ｄ Ｅ

Ｆ

Ｂ、Ｂ´
Ａ

Ｃ

ｔ

補強リブ

ふた

枠

開閉器具用穴

滑り止め凹凸模様
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ダイヤルゲージ

載荷板

ゴム板

供試体

鉄製台

ダイヤルゲージ

載荷板

ゴム板

供試体

鉄製台

荷重

簡易型

荷重

標準型

¡材質

¡検査
¡塗装

¡試験方法

¡荷重強さ

ふた及び枠の材質の適用区分は、表-3のとおりとする。材質の基準値
は、JIS G 5502（球状黒鉛鋳鉄品）と同等以上とし、【引張強さ及び伸
び試験】【硬さ試験】【黒鉛球状化率判定試験】によって試験したとき、表
-4に適合しなければならない

¡外観及び形状
外観及び形状の検査は、全数について行い、【外観】及び【形状及び寸
法】の規定に適合したものを合格とする。
¡構造及び寸法
構造及び寸法の検査は、1ロットにつき1個を抜き取って行い、【構
造】及び【形状及び寸法】の規定に適合すれば、そのロット全部を合格と
する。
¡荷重強さ
荷重強さの検査は、1ロットにつき1個を抜き取り【荷重たわみ試験】

【耐荷重試験】の試験を行い、【性能】の規定に適合すれば、そのロット
全部を合格とする。
¡材質
材質検査は、ロットごとに【引張強さ及び伸び試験】【硬さ試験】【黒鉛
球状化率判定試験】の試験を行い、【材質】の規定に適合すれば合格とす
る。
¡再検査
【構造及び寸法】【荷重強さ】の検査で不合格となった場合は、再検査
を行うことができる。再検査は、そのロットの残りの中から2個を抜き
取って行い、2個とも合格すれば、不合格分を除いたそのロット全部を
合格とする。
なお、構造、寸法及び荷重たわみの検査で、1個でも合格しない場合
は、そのロットの残り全数の検査を行い、個々の合否を判定する。

ふた及び枠の塗装は、内外面を清掃した後、密着性に富み、防食性及
び耐候性に優れた塗料で塗装しなければならない。

¡外観及び形状　
　防護ふたの外観及び形状は、目視によって調べる。
¡構造　
　防護ふたの構造は、目視及びふたの開閉によって調べる。
¡寸法　
　  防護ふたの寸法は、JIS B 7502（マイクロメータ）に規定するマイ
クロメータ、JIS B 7507(ノギス）に規定するノギスなどを用いて測定
する。

¡荷重たわみ試験　
　荷重たわみ試験は、防護ふたを供試体とし、図-4に示す方法により
行う。供試体をがたつきのないように試験機定盤上に載せ、ふたの上
部中心に厚さ6㎜の良質のゴム板を敷き、その上に表-5に示す鉄製載荷
板を置き、この箇所に、表-2に示す試験荷重を鉛直方向に一様な速さで
5分間以内に加え、荷重たわみ試験を行う。このとき、試験前にあらか
じめ試験荷重と同一の荷重を加えてから試験を行う。試験は、規定の荷
重を加え1分間保持した後、この時のたわみを測定する。また、残留た
わみは、荷重を取り去った後のたわみを測定する。
なお、たわみの測定は、図-4による他、ふたの中心及び中心を通る直
線の両端にダイヤルゲージを配置し、その差によってもよい。
¡耐荷重試験　
　【荷重たわみ試験】と同様の方法により試験荷重を負荷した後、割れ及
びひびの有無を目視によって調べる。

注1. ふたに補強リブを設けた場合を示す。
2. 開閉器具用穴は、1箇所以上設ける。
3. 形状の細部については、規定しない。
4. Bはふたの外径、B'は枠の内径を示す。

図-3　簡易型防護ふたT-8（略号　T8B）

図-4　荷重試験方法
呼び A

（最小）
B

（最小）
C

（最小）
D

（最小）
高さ t

（最小）F 許容差
150 213 188 169 202 150 ±2.5 4
200 263 242 220 250 150 ±2.5 4
300 409 391 360 395 150 ±2.5 4

（単位：㎜）

表-3 材質の適用区分

表-5 載荷板の大きさ　
表-4 材質の基準値

適用区分 材質記号

ふた
呼び 300・350の T-25及び T-14 FCD 700

上記以外 FCD700又は FCD600
枠 FCD600

呼び 載荷板（㎜）
150 φ140、厚さ 20以上
200 φ170、厚さ 20以上

300,350 200×250、厚さ 20以上

材質記号 引張強さ
（N/㎟） 伸び（％） 硬さ（HB) 黒鉛球状化率

（％）
FCD700 700以上 5～ 12 235以上 80以上
FCD600 600以上 8～ 15 210以上 80以上

補強リブ

ふた

枠 Ｂ、Ｂ´
Ａ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

ｔ

胴パイプ

開閉器具用穴

滑り止め凹凸模様
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14
¡表示

¡適用範囲

¡種類

¡品質

¡形状及び寸法

台座

ふた裏面には、容易に消えない方法で、次の事項を表示しなければ
ならない。
（1）種類又はその略号
（2）材質記号（例：FCD700等）
（3）製造年又はその略号
（4）製造業者名又はその略号

この附属書は、鋳鉄製防護ふたに用いる台座について規定する。

台座の種類は、表 -6の通りとする。

¡外観　
台座の外観は、ひび割れ、欠けなど、使用上有害な欠陥があってはな
らない。
¡圧縮強さ
台座の圧縮強さは、【圧縮強さ】によって試験したとき、表 -7を満足
しなければならない。

台座の形状及び寸法は、図-5 ～8のとおりとする。

表-6 台座の種類

表-7　台座の圧縮強さ

種類 略号 材質 呼び
適用防護ふた
略号 高さ

標準型台座

PB25A 再生プラスチック 200,300,
350

T25A
T14A

150RB25A レジンコンクリート

PB8A 再生プラスチック 150,200,
300,350 T8A

RBA レジンコンクリート
300

T25A
T14A
T8A

110
CBA 鉄筋コンクリート

簡易型台座 PB8B 再生プラスチック 150,200,
300 T8B 150

種類 圧縮強さ
再生プラスチック 圧縮弾性率80MPa以上
レジンコンクリート 圧縮強度　90MPa以上
鉄筋コンクリート 圧縮強度　25MPa以上

注1. （　）で示す寸法は、ポリプロピレン製ますに用いる寸法を表す。
2. 形状の細部については、規定しない。
3. 防護ふた据付け面の外周は、防護ふたのフランジ外周以上の寸法とする。

注1. （　）で示す寸法は、ポリプロピレン製ますに用いる寸法を表す。
2. 形状の細部については、規定しない。
3. 防護ふた据付け面の外周は、防護ふたのフランジ外周以上の寸法とする。

図-5　標準型台座（略号　PB25A、RB25A)

図-6　標準型台座（略号　PB8A)

呼び A
（最小）

B 
（最小）

C
（最小）

D
（最小）

200 220 430 90 55
300 330（380） 570 80 55
350 375（430） 620 80 55

呼び A
（最小）

B 
（最小）

C
（最小）

D
（最小）

150 167 320 65 25
200 220 370 65 25
300 330（380） 530 65 25
350 375（430） 580 60 25

（単位：㎜）

（単位：㎜）

Ａ
Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｄ

Ｃ
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¡材料

¡表示

¡再生プラスチック
ポリエチレン、ポリプロピレンを主体とした再生プラスチック素材を
材料とし、必要に応じて充てん（填）材、強化剤等を加えたものとする。
¡レジンコンクリート
レジンコンクリートは、結合材にJIS K 6919(繊維強化プラスチッ
ク用液状不飽和ポリエステル樹脂）に適合した樹脂を用い、骨材及び充
てん剤、硬化剤及び硬化促進剤を加えたものとする。骨材は、清浄、強
硬及び耐久的で適当な粒度を持ち、ごみ、泥、薄い石片、細長い石片
等の有害量を含んでいてはならない。また、補強材としてガラス繊維又
は鉄筋を用いてもよい。
¡鉄筋コンクリート
セメントは、JIS R 5210（ポルトランドセメント）、JIS R 5211（高
炉セメント）、JIS R 5212（シリカセメント）もしくはJIS R 5213（フ
ライアッシュセメント）に適合したもの又は品質がこれらと同等以上の
ものでなければならない。
鉄筋は、JIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒銅）、JIS G 3551（溶
接金綱及び鉄筋格子）又は、JIS G 3532（鉄線）とする。
骨材は、清浄、強硬、耐久的で適当な粒度を持ち、ごみ、泥、薄い石
片、細長い石片等の有害量を含んでいてはならない。

台座には、容易に消えない方法で、次の事項を表示しなければなら
ない。
（1）種類又はその略号
（2）製造年又はその略号
（3）製造業者名又はその略号

注1. 形状は、円形の他、角形とすることができる。破線で角形の一例を示す。なお、形状の細部に
ついては規定しない。
2. 防護ふた据付け面の外周は、防護ふたのフランジ外周以上の寸法とする。
3. インサートナット等は、同一円周上に3箇所、等ピッチで設ける。

注1. （　）で示す寸法は、ポリプロピレン製ますに用いる寸法を表す。
2. 形状の細部については、規定しない。
3. 防護ふた据付け面の外周は、防護ふたのフランジ外周以上の寸法とする。

図-7　標準型台座（略号　RBA、CBA)

図-8　簡易型台座（略号　PB8B)

呼び A
（最小）

B 
（最小）

丸型 角型
D

（最小）
E

（最小）C
（最小）

C1
（最小）

C2
（最小）

300 330 570 80 70 90 95 35

呼び A
（最小）

B 
（最小）

C
（最小）

D
（最小）

150 167 320 65 25
200 220 370 65 25
300 330（380） 530 70 25

（単位：㎜）

（単位：㎜）

Ａ
Ｂ

Ｄ

Ｃ

インサートナット等

Ｃ1

Ｃ
2

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｅ

Ｄ
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¡品質

¡性能

¡外観
外観については　JIS A 5506（下水道用マンホールふた）に準じた。

¡構造
¡構成
標準型及び簡易型それぞれの構成を規定した。

¡ふたの支持
ふたの支持構造は、「こう配受け」と「平受け」を規定した。
「こう配受け」は、がたつきが生じないよう機械加工を施すこととした。
「平受け」は、実用上有害ながたつきがないことを定めるにとどめ、
主として歩道・宅地内に使用されるT-8防護ふたのみに適用することと
した。
¡ふたと枠の連結
万一の場合にふたが飛散することを防止するために、ふたと枠を

ちょう番、鎖などで連結することとした。
なお、ちょう番での連結には、以下の効果もある。
① ふたと枠がかん（嵌）合する位置を定位置に保ち、こう配受け構造
の防護ふたは、ふたの喰い込みを安定させられる。

②  ふたを開閉するときに旋回の中心となって操作しやすくなる。
　  錠（ロック）については、管理者が特定される公共下水道用途の防
護ふただけでなく、管理上、一般住人等が開閉する排水設備用途の
ものも規格に含まれることから、「設けることができる」とした。
　  なお、「容易に開放できない」とは、専用工具以外では容易に開け
ることができないことであり、不法開放の防止等を考慮したもので
ある。

¡荷重強さ
防護ふたの荷重強さについては、防護ふたの剛性を確認するために、
JIS A 5506に準じ荷重たわみ試験を規定し、安全性を確保するため
耐荷重試験を規定した。
なお、呼び150については、口径が小さいため載荷重も小さく、また、
構造上耐荷重試験を行うことで十分な強度が保証できることから、荷重
たわみ試験は行わないこととした。
試験荷重及びたわみにおける数値の根拠は、次のとおりである。
JIS A 5506では、道路一般に使用する鋳鉄製のふたについては、試
験荷重を以下のとおりとしている。
道路橋示方書（1）では、自動車荷重（T荷重）の一後輪による活荷重は、

100kNとしており、防護ふたの試験荷重は、この活荷重に衝撃係数0.4
を加えた衝撃荷重の1.5倍を試験荷重とし、としている。
なお、活荷重については、従来10tfを換算し98.07kNとしていたが、
平成14年の道路橋示方書の改訂により100kNに改められたため、こ
れによることとした。

　しかし、JIS A 5506で規定されている呼び600のふたに対して、
本規格に規定する防護ふたは径が小さく、T荷重（表-9 参照）の載荷面
積（200㎜×500㎜）がすべて載らないため、試験に用いる載荷板の大
きさを防護ふたの大きさに合わせて変更し、それぞれの面積の比率を乗
じる。すなわち、呼び200については、載荷面積の約4分の1（φ170
㎜）、呼び300及び350については載荷面積の2分の1（200㎜×250
㎜）の載荷板を用いることとした。
（1）試験荷重について
1）T-25の場合
呼び200は、

100×（1+0.4）×1.5×1/4=52.5kN≒55kN

呼び300及び350は、

100×（1+0.4）×1.5×1/2=105kN

2）T-14の場合
一後輪荷重は、車両総荷重の40％を負担することとすると、

14tf×0.4×9.800665=54.9kN≒55kN

呼び200は、

55×（1+0.4）×1.5×1/4=28.9kN≒30kN

呼び300及び350は、

55×（1+0.4）×1.5×1/2=57.8kN≒60kN

3）T-8の場合
一後輪荷重は、車両総荷重の40％を負担することとすると、

8tf×0.4×9.800665=31.3kN≒32kN

呼び200は、

32×（1+0.4）×1.5×1/4=16.8kN≒20kN

呼び300及び350は、

32×（1+0.4）×1.5×1/2=33.6kN≒35kN

表-9　T荷重（道路橋示方書より抜粋）

活荷重 T荷重（kN） 橋軸方向の幅
（㎜）

橋軸直角方向の幅
（㎜）

A、B活荷重 100 200 500

JSWAS-G-3-2005 下水道用鋳鉄製防護ふた　解説（プラスチック製ます・小型マンホール用）（抜粋）

：適用可能範囲

¡適用範囲

¡種類

この規格は、プラスチック製ます及び硬質塩化ビニル製小型マン
ホールに車両等の荷重が加わることを防止し、保護する目的で設置す
る下水道用鋳鉄製防護ふた（以下、「防護ふた」という。）について適用す
ることを規定した。
防護ふたに加わる車両等の荷重は、台座を介して地盤で支承される

が、ここで用いる台座は、附属書に規定することとした。

表 -1に、防護ふたの種類を示した。
防護ふたの種類は、構造により標準型及び簡易型を規定した。標準

型は、主な使用場所により、T-25、T-14及びT-8の3種類、簡易型は、
T-8の1種類とした。
なお、呼び150は、標準型もT-8のみとしたが、これは、ます径150

のますは、もっぱら排水設備ますとして宅地内で使用されているため
である。
表 -1に示す「主な使用場所」とは、おおむね下記のことを指しており、

適用範囲は表 -8のとおりとなる。
（1）道路一般：
大型車両が通行する道路から歩道まで、道路全般を指す。
（2）大型車両の通行が少ない道路：
車両総重量14ｔ以上の大型車の通行が少ない又は通行できない道

路を指す。
おおむね、車線区分がなく、一般に大型車の交互交通が困難とされ

る車道幅員5.5m未満の道路と考えてよい。ただし、車道幅員が5.5m
未満であっても、一方通行など車両総重量14ｔ以上の大型車が日常的
に通行すると考えられる道路は、これにあたらない。
（3）宅地内等：
宅地内、公園敷地内、敷地内道路等を指す。敷地等の利用形態によっ

て、大型車両の通行の有無を考慮する必要がある。

表-8　防護ふたの種類と適用範囲

種類
適用範囲

大型車の通行が
ある道路

大型車の通行が
少ない道路 歩道・宅地内等

T-25
T-14
T-8
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表-10　ふたの外径（概数値）

表-11　現状使用されているふたの外径（参考）

呼び ふたの直径（㎜）
200 230
300 380
350 440

呼び ふたの直径（㎜）
200 240 ～ 270
300 390 ～ 420

（2）試験荷重におけるたわみについて
　試験荷重値における許容たわみについては、JIS A 5506では、道路
橋示方書に定める荷重時のたわみ（L/600：Lは支間距離）に準じて、当
該試験荷重におけるたわみを設定している。本規格でも同様に、試験荷
重値における許容たわみを設定した。
支間距離は、ふたの直径とし、その概数値を呼びにより表-10のとおり
とした。
ここで、概数値は、規格最小寸法を更に小径側に丸めた安全側の値とし
た。
なお、現在使用されているふたの外径は、おおむね表-11のとおりであ
る。

3）T-8の場合
呼び150の場合

32×（1+0.4）×1/6×5=37kN≒40kN

呼び200の場合

32×（1+0.4）×1/4×5=56kN≒60kN

呼び300の場合

32×（1+0.4）×1/2×5=112kN≒120kN

呼び350の場合

32×（1+0.4）×1/2×5=112kN≒120kN

なお、活荷重の値を見直したことにより、試験荷重が従来の値と異なる
場合があり、呼び200のT-8は60kN（従来55kN）、呼び300、350の
T-8は120kN（従来110kN）とした。

以下に、各呼びごとのたわみの計算を示す。

また、残留たわみについては、JIS A 5506のとおり測定誤差を考慮
し、0.1㎜以下とした。

（3）耐荷重試験について
耐荷重試験については、破壊に対する安全率を5とした。すなわち、そ
れぞれの活荷重（防護ふたの大きさを考慮した活荷重）に衝撃係数0.4
を加えた荷重に安全率5を乗じた値とした。
なお、呼び150の載荷板は、T荷重の載荷面積の約6分の1（φ140）と
した。
以下に、各呼びごとの試験荷重の計算を示す。

1）T-25の場合
呼び200の場合

100×（1+0.4）×1/4×5=175kN≒180kN

呼び300の場合

100×（1+0.4）×1/2×5=350kN

呼び350の場合

100×（1+0.4）×1/2×5=350kN

2）T-14の場合
呼び200の場合

55×（1+0.4）×1/4×5=96kN≒100kN

呼び300の場合

55×（1+0.4）×1/2×5=193kN≒200kN

呼び350の場合

55×（1+0.4）×1/2×5=193kN≒200kN

呼び200の場合

　            230          1　55kN×       ×                    ≒ 0.84㎜≒0.8 ㎜　            600                  1　　　　　　　　 100kN×　                                     4呼び 300の場合

　              380          1　105kN×       ×                    ≒ 1.33㎜≒1.3 ㎜　              600                  1　　　　　　　　   100kN×　                                       2呼び 350の場合

　              440          1　105kN×       ×                    ≒ 1.54㎜≒1.5 ㎜　              600                  1　　　　　　　　   100kN×　                                       2
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¡適用範囲

¡種類

¡性能

¡構造、形状及び寸法

¡材料

¡試験方法
　この規格は、水道に使用するねじ式弁筺（以下、筺という。）について
規定する。

　筺の種類は、表1による。

¡荷重たわみ性
　筺の荷重たわみ性は、【荷重たわみ試験】によって試験を行ったとき、
表2の規定に適合しなければならない。

¡構造及び形状
a） 蓋と上部枠との接触面は、機械加工して急勾配受けなどとし、蓋の
がたつきを防止できる構造とする。

　なお、勾配は、衝撃による蓋の飛び上がりを防止できる角度とする。
b） 蓋と上部枠は、蓋の逸脱防止のため、蝶番などで連結した構造とす
る。

c）蓋の表面にすべり止めのため、模様を設ける。
d）蓋の表面には、バルブ類を識別する文字又は記号などを入れる。
e） 筺は、ねじ式による嵩上げ・嵩下げ自在形構造とし、ねじ方向は、
左回しで嵩上げ、右回しで嵩下げとする。

f） 筺は、上部枠及び下部枠に設けられたねじ切りの内外により、A形
（内ねじ式）、B形（外ねじ式）、C形（内ねじ式）の3種類とする。
g） A形及びC形の上部枠と下部枠の外周隙間部は、土砂の流入を妨げ
る構造とする。

¡寸法
　筺の主要寸法は、付表1及び付表2による。

　筺の材料は、通常の使用及び施工に十分耐えられるだけの強度及び耐
久性を有しなければならない。
　なお、材料は、JIS G 5502に規定する球状黒鉛鋳鉄品と同等以上と
し、【引張試験】【硬さ試験】【黒鉛球状化率判定試験】によって試験を行っ
たとき、表3の規定に適合しなければならない。

¡外観及び形状
　筺の外観及び形状は、目視によって調べる。
¡寸法
　筺の寸法は、JIS B 7502に規定するマイクロメータ、JIS B 7507
に規定するノギス、JIS B 7512に規定する鋼性巻尺、又はこれらと同
等以上の精度を有するものを用いて測定する。
¡材料試験
　材料試験は、JIS G 5502の11.（試験）に規定された方法によって供
試材を予備を含め3個鋳造し、そのうち1個の供試材を用いて次による。
¡引張試験
　引張試験は、供試材からJIS Z 2201により作製した4号試験片を用
いて、JIS Z 2241によって引張強さと伸びを測定する。
¡硬さ試験
　硬さ試験は、供試材から作製した試験片を用いて、JIS Z 2243に
よって硬さを測定する。
¡黒鉛球状化率判定試験
　黒鉛球状化率判定試験は、【硬さ試験】の試験を行った試験片をよく研
磨し、JIS G 5502の11.6（黒鉛球状化率判定試験）によって行う。
¡荷重たわみ試験
　筺の荷重たわみ試験は、供試体をがたつかないように試験機定盤上に
載せ、次に蓋の上面中心部に直径170㎜、厚さ6㎜の良質のゴム板を敷
き、その上に直径170㎜、厚さ50㎜の鉄製載荷板を置く。そして、こ
の箇所に、55kNの試験荷重を一様な速さで5分間以内に加え、たわみ
を測定する。このとき、試験前にあらかじめ蓋と上部枠を喰い込み状態
にするため、試験荷重と同一の荷重を加え、荷重を取り除いた後に試験
を行う。試験は、規定の荷重を加え1分間保持した後、このときのたわ
みを測定する。また、残留たわみは荷重を取り去った後のたわみを測定
する。
なお、たわみ測定は、付図1による他、蓋中心及び中心を通る直線の両
端の3箇所にダイヤルゲージを配置し、その差によってもよい。
¡耐荷重試験
　筺の耐荷重試験は、筺を嵩上げ許容値の最大値にした状態で、付図2
に示す方法により、供試体をがたつかないように試験機定盤上に載せ、
次に蓋の上面中心部に直径170㎜、厚さ6㎜の良質のゴム板を敷き、そ
の上に直径170㎜、厚さ50㎜の鉄製載荷板を置く。そして、この箇所
に、180kNの試験荷重を一様な速さで5分間以内に負荷し、割れ及び
ひびの有無を目視によって調べる。
¡操作性試験
　筺の操作性試験は、蓋の開閉、転回、旋回及び嵩上げ・嵩下げの確認
を行う。また、蓋と上部枠とを嵌合させ、蓋のがたつきの有無を確認す
る。
¡試験結果の数値の表し方
　試験結果の数値の表し方は、JIS Z 8401によって丸める。

¡耐荷重性
　筺の耐荷重性は、【耐荷重試験】によって試験を行ったとき、割れ及び
ひびがあってはならない。
¡操作性
　筺の操作性は、【操作性試験】によって試験を行ったとき、蓋の開閉、
転回、旋回及び嵩上げ・嵩下げが容易に行われなければならない。又、
蓋と上部枠とのがたつきがあってはならない。

JWWA-B-110-2000 水道用ねじ式弁筺（抜粋）

表-1　筺の種類

表-2　荷重たわみ

種類 適用（参考）
バルブ口径（㎜） 土被り（m）

A形、B形

1号 50～ 200 0.9以上
2号 250～ 400 0.8以上
3号 50～ 200 0.7以上
4号 250～ 300 0.6以上

C形 1号 50～ 100 0.5以上
2号 150～ 300 0.5以上

種類 たわみ 残留たわみ

C形 1号 0.8以下
0.1以下

2号 1.2以上

備考1. A形及びC形は、ねじ切りが上部枠外側、下部枠内側の内ねじ式。
2. B形は、ねじ切りが上部枠内側、下部枠外側の外ねじ式。
3. 適用のバルブ口径は、概ね対象とされる範囲のものであるため、使用するバルブと
　筺の詳細寸法及び組み立て時のバルブと筺の隙間などを確認の上、選定すること。
4. 土被りの“以上”とは、それよりも深いことをいう。

備考　A形及びB形は、本性能を除外する。

（単位：㎜）

表-3　材料

材料記号 引張強さ
（MPa）

伸び
（％）

硬さ
（HB）

黒鉛球状化率
（％）

FCD600 600以上 8～ 15 210以上 80以上

233

化粧蓋

巻
末
資
料

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料

14

備考1. Aは蓋の外径寸法、A'は上部枠の内径寸法を示す。
2. 平受け構造のAとA'の差（隙間）は2.0㎜以内とする。
3. Eは上部枠と下部枠を組み付けた時の最低高さであり、参考寸法を示す。
4. ストロークは、嵩上げ・嵩下げの調整長さであり、参考寸法を示す。
5. 本図は、寸法説明図であって、設計上の構造を規定するものではない。

備考1. Aは蓋の外径寸法、A'は上部枠の内径寸法を示す。
2. Bは、下部枠ねじ部の内径寸法を示す。なお、右断面図は、下部枠フランジ下にねじ部を取り付けた製品を示し　
この場合のBは、下部枠ねじ部の外径寸法を示す。
3.  Eは上部枠と下部枠を組み付けた時の最低高さであり、参考寸法を示す。なお、右断面図は、下部枠フランジ下に
ねじ部を取り付けた製品を示し　この場合のEは、下部枠ねじ部の先端を基準とする。

4. ストロークは、嵩上げ・嵩下げの調整長さであり、参考寸法を示す。
5. ボックスと緊結するボルトについては、1号がJIS B 0205に規定するM10、2号がM12を標準とする。
6. 本図は、寸法説明図であって、設計上の構造を規定するものではない。

付表1　筺の主要寸法

付表2　筺の主要寸法

（単位：㎜）

（単位：㎜）

¡表示
蓋の裏面には、次の事項を鋳出し、又は容易に消えない方法で表示しな
ければならない。
a）材料記号（FCD600)
b）製造年又はその略号
c）製造業者名又はその略号

急勾配受け（参考） 平受け（参考） B C D E
（参考）

ストローク
（参考）

蓋A 枠A’ 許容差 蓋A 枠A’ 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 寸法
1 号

190 ±0.3 188 190 ±2.5 150 ±2.5

320 ±3.5 400 ±3.5 700
200

2 号 440 ±5.0 520 ±5.0 600
3 号 320 ±3.5 400 ±3.5 500

100
4 号 440 ±5.0 520 ±5.0 400

記号

種類

急勾配受け（参考） B C D E
（参考） F G ストローク

（参考）
蓋A 枠A’ 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法

1号 230 ±0.3 250 ±3.5 310 ±3.5 360 ±3.5 255
16 ±2.0 25 ±2.0 100

2号 330 ±0.3 350 430 ±5.0 480 ±5.0 285

記号

種類

付図2　耐荷重試験方法

付図１　荷重たわみ試験方法

すべり止め模様

開閉器具用穴

Ｇ

Ｆ

すべり止め模様

開閉器具用穴

Ａ，Ａ́

Ｂ

Ｅ

Ｃ
Ｄ

蓋 Ａ，Ａ́

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｂ

蓋

上部枠

下部枠

Ａ形 Ｂ形

Ｂ
Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ａ，Ａ́蓋

Ｂ
Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ａ，Ａ́ 蓋

上部枠

下部枠

Ｃ形

載荷板
ゴム板

供試体

試験機定盤

荷重

載荷板

ゴム板

供試体

試験機定盤

ダイヤルゲージ
荷重



234

化粧蓋

巻
末
資
料

防臭蓋

防水蓋

C・C・BOX

電設用
ハンドホール蓋

角型鋳鉄蓋

グラウンド
マンホール

ステンレス
グレーチング

鋳鉄製
グレーチング

スリムライン
グレート

上水道用
製品

災害用
マンホールトイレ

付属品

巻末資料

14

¡性能（本体の【性能】） ¡性能及び試験方法（本体の【性能】及び【試験方法】）
¡荷重たわみ性（本体の【荷重たわみ性】）
　C形ねじ式弁筺の1号及び2号の蓋の外径寸法は、JWWA B 132（水
道用円形鉄蓋）に規定する1号及び2号と同一であり、同規格で荷重たわ
み性を規定していることから蓋の剛性を確認するため、JIS A 5506
に準じて規定した。
　なお、試験荷重及びたわみにおける数値の根拠は、次のとおりである。
a） 試験荷重について　道路橋による自動車荷重（T-25）の後輪に加わ
る活荷重は、

　
　10tf×9.80665=98.07kN

蓋の試験荷重は、活荷重に衝撃係数0.4を加えた衝撃荷重の1.5倍と
しているから、

　　98.07kN×（1＋0.4）×1.5=205.9≒210kN

　しかし、本規格に規定するC形1号及び2号の蓋は、T荷重（解説表1
参照）の載荷面積（200㎜×500㎜）が全て載らないため、試験に用い
る載荷板は蓋のたわみ測定を考慮して載荷面積の約4分の1（φ170
㎜）とした。また、試験荷重は、その面積の比率に乗じて算出した。

¡耐荷重性及び耐荷重試験（本体の【耐荷重性】及び【耐荷重試験】）
　筺の耐荷重性については、JIS A 5506（下水道用マンホールふた）
に準じ安全性を確認するため規定した。又、使用上嵩上げ許容範囲の最
大の状態で施工する場合もあるので、試験方法として、最大値（上部枠
と下部枠のねじが2～3山噛む位置）の嵩上げ状態で試験を行うことと
した。
　なお、荷重たわみ試験は、蓋の面積が小さく測定が困難なことから、
構造上耐荷重試験を行うことで強度を確認できるとして、規定しなかっ
た。
　耐荷重試験の試験荷重の根拠は、次のとおりである。
道路橋示方書による自動車荷重（T-25）の後輪に加わる活荷重は、

10tf ×9.80665=98.07kN

　JIS A 5506に準じ、活荷重に衝撃係数0.4を加えた衝撃荷重に、安
全率5を乗じた値とし、次のようになる。

98.07kN×（1＋0.4）×5=686kN≒700kN｛71.38tf｝

したがって、試験荷重は次のようになる。

　　98.07kN×（1＋0.4）×1.5×1/4=51.49kN≒55kN

b） 試験荷重におけるたわみについて、JIS A 5506では道路橋示方
書にある活荷重載荷時のたわみ（L/600：Lは支間距離）に準じて、
当該試験荷重におけるたわみを設定している。本規格でもこれに
準じ、試験荷重におけるたわみを設定した。

　なお、支間距離は蓋の外径とし、その概数値を種類によって解説表
2のとおりとした。

　しかし、本規格に規定する筺の蓋には、T荷重（解説表3参照）の載荷
面積（200㎜×500㎜）がすべて載らないため、試験に用いる載荷板は
蓋の大きさに合わせて縮小し、荷重もそれぞれの面積比率を乗じて算出
した。したがって、載荷面積の約4分の1（φ170㎜）の載荷板を用いる
こととし、試験荷重は、次のようになる。

98.07kN×（1＋0.4）×5×1/4=172kN≒180kN｛18.35tf｝

次に、種類ごとのたわみの計算を示す。

残留たわみについては、JIS A 5506と同様に測定誤差の0.1㎜以下
とした。

解説表1　T荷重（道路橋示方書より抜粋）

解説表3　T荷重（道路橋示方書より抜粋）

解説表2　蓋の外径

活荷重 T荷重
（tF）

橋軸方向の幅
（㎝）

橋軸直角方向の幅
（㎝）

A,B活荷重 10 20 50

活荷重 T荷重
（tF）

橋軸方向の幅
（㎝）

橋軸直角方向の幅
（㎝）

A,B活荷重 10 20 50

種類 蓋の外径（㎜）

C形 1号 230
2号 330

JWWA-B-110-2000 水道用ねじ式弁筺　解説（抜粋）

1号の場合

　            230          　1　55kN×       ×                    　≒ 0.86㎜≒0.8 ㎜　            600                　  1　　　　　　　　 98.07kN×　                                 　    42号の場合

　            330          　1　55kN×       ×                    　≒ 1.23㎜≒1.2 ㎜　            600                　  1　　　　　　　　 98.07kN×　                                 　    4
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JWWA-B-132-2007 水道用円形鉄蓋（抜粋）

¡適用範囲

¡材料

¡種類

¡性能

¡構造、形状及び寸法
　この規格は、水道に使用する地下式消火栓及びバルブ類用鉄蓋（以下、
鉄蓋という。）のうち円形について規定する。

　鉄蓋の材料は、通常の使用及び施工に十分耐えられるだけの強度及び
耐久性をもたなければならない。
　なお、材料は、JIS G 5502の球状黒鉛鋳鉄品と同等以上のものと
し、【引張試験】【硬さ試験】【黒鉛球状化率判定試験】によって試験を行っ
たとき、表4の規定に適合しなければならない。

　鉄蓋の種類は、表1による。

¡荷重たわみ性
　鉄蓋の荷重たわみ性は、【荷重たわみ試験】によって試験を行ったと
き、表2の規定に適合しなければならない。

¡構造及び形状
a） 蓋と受枠との接触面は、機械加工して急こう配受けとし、蓋のがた
つきを防止できる構造とする。なお、こう配は、衝撃による蓋の飛
び上がりを防止できる角度とする。

b） 蓋と受枠は、蓋の逸脱防止のため、ちょう番にて連結した構造とす
る。

c）受枠とボックスの上部壁とは、ボルトにて緊結できる構造とする。
d）開閉器具用穴は、1か所以上設ける。
e）蓋表面には、すべり止めのため模様を設ける。
f） 蓋の表面には、弁栓類などを識別する文字、記号のいずれか又は両
方を入れる。
g） 空気弁用鉄蓋については、蓋上面に空気抜き穴を設けることがで
きる。なお、急速空気弁用鉄蓋は、排気が十分可能な空気抜き穴を
設けることができる。

h） 雨水及び土砂の流入をできるだけ防止するため、蓋には閉そく（塞）
蓋を取り付けることができる。

¡寸法
　鉄蓋の主要寸法は、表3による。

¡耐荷重性
　鉄蓋の耐荷重性は、【耐荷重試験】によって試験を行ったとき、鉄蓋に
割れ及びひびがあってはならない。
¡操作性
　蓋の操作性は、【操作性試験】の試験を行ったとき、蓋の開閉、転回、
旋回が容易に行われ、操作時に蓋の逸脱があってはならない。
¡がたつき防止性
　蓋のがたつき防止性は、【がたつき防止性試験】の試験を行ったとき、
蓋のがたつきがあってはならない。
¡試験方法はP.236表5、表6を参照のこと

表1　鉄蓋の種類
種類 適用（参考）

円形

1号（250）呼び径300以下の仕切弁用
2号（350）呼び径350～500の仕切弁用

3号（500）
呼び径350～500の仕切弁用、地下式消火栓（単口）用
呼び径25の空気弁（急速）用、空気弁（単口）用
呼び径350以下のバタフライ弁（立形）用

4号（600）
呼び径600～800の仕切弁用、地下式消火栓（双口）用
呼び径75～150の空気弁（急速）用
呼び径75の空気弁（双口）用
呼び径400～700のバタフライ弁（立形）用

5号（700）
呼び径900～1200の仕切弁用
呼び径200の空気弁（急速）用
呼び径100の空気弁（双口）用
呼び径800、900のバタフライ弁（立形）用

6号（900）
呼び径1350、1500の仕切弁用
呼び径200の空気弁（急速）用
呼び径150の空気弁（双口）用
呼び径1000、1100のバタフライ弁（立形）用

注記　種類の（　）内は、表3のフランジ内径Bの寸法を示す。

表2　荷重たわみ
種類 たわみ（㎜） 残留たわみ（㎜）
1号 0.8以下

0.1以下

2号 1.2以下
3号 1.8以下
4号 2.2以下
5号 2.5以下
6号 3.2以下

（単位：㎜）

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ，Ａ́受枠
補強リブ

Ｇ

Ｆ

すべり止め模様

開閉器具用穴

アンカー穴
（３、６又は１２か所）

蓋

表3　鉄蓋の主要寸法
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JWWA-B-133-2007 水道用角形鉄蓋（抜粋）

¡適用範囲

¡種類

　この規格は、水道に使用する地下式消火栓及びバルブ類用鉄蓋（以下、
鉄蓋という。）のうち角形について規定する。

　鉄蓋の種類は、表1による。

表1　鉄蓋の種類
種類 適用（参考）

角形

1号
（500×400）

呼び径350～500の仕切弁用、地下式消火栓（単口）用
空気弁（単口）用、呼び径25の空気弁（急速）用
呼び径350以下のバタフライ弁（立形）用

2号
（600×500）

呼び径600～800の仕切弁用、地下式消火栓（双口）用
呼び径75～150の空気弁（急速）用
呼び径75の空気弁（双口）用
呼び径400～500のバタフライ弁（立形）用

3号
（700×500）

呼び径900～1200の仕切弁用
呼び径200の空気弁（急速）用
呼び径100、150の空気弁（双口）用
呼び径400～500のバタフライ弁（立形）用

注記　種類の（　）内は、表3のフランジ内法C×Dの寸法を示す。

¡性能
¡荷重たわみ性　
　鉄蓋の荷重たわみ性は、【荷重たわみ試験】によって試験を行ったと
き、表2の規定に適合しなければならない。

¡耐荷重性　
　鉄蓋の耐荷重性は、【耐荷重試験】によって試験を行ったとき、鉄蓋に
割れ及びひびがあってはならない。
¡操作性　
　蓋の操作性は、【操作性試験】によって試験を行ったとき、蓋の開閉、
転回が容易に行われ、操作時に蓋の逸脱があってはならない。
¡がたつき防止性　
　急こう配受け構造の蓋のがたつき防止性は、【がたつき防止性試験】の
試験を行ったとき、蓋のがたつきがあってはならない。

表2　荷重たわみ
種類 たわみ（㎜） 残留たわみ（㎜）
1号 1.8以下

0.1以下2号 2.2以下
3号 2.5以下

（単位：㎜）

¡材料

¡構造、形状及び寸法

　鉄蓋の材料は、通常の使用及び施工に十分耐えられるだけの強度及び
耐久性をもたなければならない。
　なお、材料は、JIS G 5502の球状黒鉛鋳鉄品と同等以上のものと
し、【引張試験】【硬さ試験】【黒鉛球状化率判定試験】によって試験を行っ
たとき、表4の規定に適合しなければならない。

¡構造及び形状
a） 蓋と受枠との接触面を機械加工して急こう配受けとしたものは、
蓋のがたつきを防止できる構造とする。なお、こう配は、衝撃によ
る蓋の飛び上がりを防止できる角度とする。

b） 蓋と受枠とは、蓋の逸脱防止のため、ちょう番にて連結した構造と
する。

c）受枠とボックスの上部壁とは、ボルトにて緊結できる構造とする。
d）開閉器具用穴は、1か所以上設ける。
e）蓋表面には、すべり止めのための模様を設ける。
f） 蓋の表面には、弁栓類などを識別する文字、記号のいずれか又は両
方を入れる。
g） 空気弁用鉄蓋については、蓋上面に空気抜き穴を設けることがで
きる。なお、急速空気弁用鉄蓋は、排気が十分可能な空気抜き穴を
設けることができる。

h） 雨水及び土砂の流入をできるだけ防止するため、蓋には閉そく（塞）
蓋を取り付けることができる。

¡寸法
　鉄蓋の主要寸法は、表3による。

表3　鉄蓋の主要寸法

注記1  A、Bは蓋の外法寸法、A'、B'は受枠の内法寸法を示す。
　・A A’とB B'の寸法欄について（参考寸法を示す）
　（急こう配受け構造の場合）　同一寸法の蓋の外法（A、B）と受枠の内法寸法（A'、B'）を（　）外に示す。
　（平受け構造の場合）　　　　受枠の内法寸法（A'、B'）を（　）外に示す。
　　　　　　　　　　　　　　蓋の外法寸法（A、B）を（　）内に示す。
　　　　　　　　　　　　　　（A'、B'）と（A、B）との差（すき間）は2.0㎜以内とする。
注記2 C、Dは、受枠のフランジ部の内法寸法であり、有効開口断面とは異なる。
注記3 ボックスと緊結するボルトについては、JIS B 0205-4のM16を標準とする。
注a) 蓋の補強リブを設けた場合を示す。

　・A A’とB B'の許容差欄について
　（急こう配受け構造の場合）　各寸法の許容差を［　］外に示す。
　（平受け構造の場合）　　　　各寸法の許容差を［　］内に示す。

（単位：㎜）

種類 A A’（参考） B B'（参考） C D E F
寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差

1号 530
（528）

±0.3
（±2.5）

430
（428）

±0.3
（±2.5）

500
±3.5

400 ±3.1 620 ±3.5 520

±3.52号 630
（628） 530

（528）
600

500 ±3.5
720

±4.0 620
3号 730

（728） 700 ±4.0 820

種類 G H I J K
寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差 寸法 許容差

1号 530
±3.5

430
±3.5 100 ±2.2 22 ±1.6 40 ±1.82号 500

560
3号 600

表4　材料

注記　1N/㎟=1MPa

種類 記号 引張強さ
（N/㎟）

伸び
（％）

硬さ
（HBW）

黒鉛球状化率
（％）

蓋 FCD700 700以上 5～ 12 235以上
80以上受枠及び

ちょう番 FCD600 600以上 8～ 15 210以上

Ｄ Ｆ

Ｇ すべり止め模様

Ｈ

開閉用器具穴
アンカー穴
（４又は８か所）

Ｋ

Ｊ
Ｂ
，Ｂ́

Ｃ
Ｅ

Ｉ

Ａ、Ａ́受枠

蓋

補強リブ ａ)

表3　鉄蓋の主要寸法
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¡外観及び形状　
　鉄蓋の外観及び形状は、目視によって調べる。
¡寸法　
　鉄蓋の寸法は、JIS B 7502のマイクロメータ、JIS B 7507のノギ
ス、JIS B 7512の鋼性巻尺、又はこれらと同等以上の精度をもつ計測
器によって測定する。
¡材料試験　
　材料試験は、JIS G 5502の12.（試験）の方法によって供試材を予備
を含め3個鋳造し、そのうち1個の供試材を用いて次による。
¡引張試験　
　引張試験は、供試材からJIS Z 2201によって作製した4号試験片を
用いて、JIS Z 2241によって引張強さと伸びを測定する。
¡硬さ試験　
　硬さ試験は、供試材から作製した試験片を用いて、JIS Z 2243に
よって硬さを測定する。
¡黒鉛球状化率判定試験　
　黒鉛球状化率判定試験は、【硬さ試験】の試験を行った試験片をよく研
磨し、JIS G 5502の12.6（黒鉛球状化率判定試験）によって行う。
¡荷重たわみ試験　
　鉄蓋の荷重たわみ試験は、供試体をがたつかないように試験機定盤上
に載せ、次に蓋の上面中心部に厚さ6㎜の良質のゴム板を敷き、その上
に鉄製載荷板を置く。そして、この箇所に、表5に示す試験荷重を一様
な速さで5分間以内に加え、たわみを測定する。このとき、試験前にあ
らかじめ蓋と受枠を食い込み状態にするため、試験荷重と同一の荷重を
加え、荷重を取り除いた後に試験を行う。試験は、規定の荷重を加え1
分間保持した後、このときのたわみを測定する。また、残留たわみは荷
重を取り去った後のたわみを測定する。
なお、たわみの測定は、図1によるほか、蓋中心及び中心を通る直線の
両端の3か所にダイヤルゲージを配置し、その差によってもよい。

¡耐荷重試験
　鉄蓋の耐荷重試験は、荷重たわみ試験と同様の方法によって表6に示
す試験荷重を負荷した後、割れおよびひびの有無を目視によって調べる。

¡試験方法

¡表示

¡性能（本体の【性能】）

　蓋の裏面には、次の事項を鋳出し、又は容易に消えない方法で表示し
なければならない。
a）材料記号（FCD700)
b）製造年又はその略号
c）製造業者名又はその略号

　荷重たわみ性（本体の【荷重たわみ性】）鉄蓋の荷重たわみ性について
は、鉄蓋の剛性を確認するため、JIS A 5506（下水道用マンホールふ
た）に準じて試験を規定した。
　なお、試験荷重及びたわみにおける数値の根拠は、次のとおりである。
a） 試験荷重について　道路橋示方書による自動車荷重（T-25）の後輪
に加わる活荷重については、従来10tfを換算し98.07kNとして
いたが、平成14年の改正によって100kNに変更された。鉄蓋の試
験荷重は、活荷重に衝撃係数0.4を加えた衝撃荷重の1.5倍として
いるから、

　100kN×（1＋0.4）×1.5=210kN

¡操作性試験
　蓋の操作性試験は、蓋の開閉、回転の操作及びそのときの蓋の逸脱の
有無について確認を行う。
¡がたつき防止性試験　
　蓋のがたつき防止性試験は、蓋と受枠とをかん合させ、プラスチック
ハンマーなどで、蓋の中央及び端部付近をたたき、がたつきの有無を目
視によって確認する。
¡試験結果の数値の表し方　
　試験結果の数値の表し方は、JIS Z 8401によって丸める。表5　荷重たわみの試験荷重

表6　耐荷重性の試験荷重

種類 載荷板（㎜） 試験荷重（kN）
1号 200×250、厚さ 50 105
2号

200×500、厚さ 50 210
3号

種類 載荷板（㎜） 試験荷重（kN）
1号 200×250、厚さ 50 350
2号

200×500、厚さ 50 700
3号

（単位：㎜）

解説表1　T荷重（道路橋示方書より抜粋）

活荷重 T荷重
kN

橋軸方向の幅
（㎜）

橋軸直角方向の幅
（㎜）

A,B活荷重 100 200 500

解説表2　蓋の外径

種類 蓋の外径

1号 530
2号 630
3号 730

（単位：㎜）

　次に、種類ごとのたわみの計算を示す。試験荷重の算出と同様に活荷
重を100kNとした。このため、今回の改正では、3号のたわみが変更に
なった。

　残留たわみについては、JIS A 5506と同様に測定誤差の0.1㎜以下
とした。

　しかし、この規格に規定する蓋の1号は、T荷重（解説表1参照）の載荷
面積（200㎜×500㎜）が蓋外法寸法に近くなるため、試験に用いる載
荷板はたわみ測定を考慮して載荷面積の2分の1（200㎜×250㎜）と
し、試験荷重もその面積に乗じて算出した。
したがって、1号の試験荷重は、次のようになる。
　100kN×（1＋0.4）×1.5×1/2=105kN

　b） 試験荷重におけるたわみについて、JIS A 5506では道路橋示方
書にある活荷重載荷時のたわみ（L/600：Lは支間距離）に準じて、
当該試験荷重におけるたわみを設定している。この規格でもこれ
に準じ、試験荷重におけるたわみを設定した。
　なお、支間距離は蓋の外径とし、その概数値を種類によって解説
表2のとおりとした。

¡耐荷重性（本体の【耐荷重性】
　鉄蓋の耐荷重性は、鉄蓋に異常荷重が加わった場合の安全性を確認す
るため、試験を規定した。試験荷重については、破壊に対する安全率を
5として規定した。すなわち、それぞれの活荷重に衝撃係数0.4を加え
た衝撃荷重に、安全率5を乗じた値とした。
次に、種類ごとの破壊荷重の計算を示す。
1号の場合
　100kN×（1＋0.4）×5×1/2=350kN

2号、3号の場合
　100kN×（1＋0.4）×5=700kN

供試体鉄製台

載荷板

ゴム板
ダイヤルゲージ

荷重

JWWA-B-133-2007 水道用角形鉄蓋　解説（抜粋）

1号の場合

　              530           1　105kN×       ×                    ≒ 1.86㎜≒1.8 ㎜　              600                   1　　　　　　　　 　100kN×　                                        22号の場合

　              630       1　210kN×       ×             ≒ 2.21㎜≒2.2 ㎜　              600　 100kN

3号の場合

　              730       1　210kN×       ×             ≒ 2.56㎜≒2.5 ㎜　              600　 100kN

図1　耐荷重試験方法
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JWWA-K-148-2000 水道用レジンコンクリート製ボックス（抜粋）

¡適用範囲

¡種類

¡性能

¡形状及び寸法

¡外観

¡材料

¡試験方法

¡形式試験

¡検査

¡表示

¡材料試験

　この規格は、水道用円形鉄蓋及び水道用角形鉄蓋などに使用する水道
用レジンコンクリート製ボックス（以下、ボックスという。）について規
定する。

　ボックスの種類は、表1及び付表1.2による。

　ボックスの軸方向耐荷重性は、軸方向耐荷重試験によって試験を行っ
たとき、割れ及びひびがあってはならない。

　ボックスの形状及び寸法は、付表3～付表18による。

　ボックスの内外面には、きず、欠け等使用上有害な欠点があってはな
らない。

　レジンコンクリートの品質は、圧縮強度試験及び吸水性試験によって
試験を行ったとき、表2の規定に適合しなければならない。
　なお、製造に使用する原材料は、次のとおりとする。
　a）合成樹脂

合成樹脂は、JIS K 6919の規格に適合したもの、又は品質がこれ
らと同等以上のものでなければならない。

　b）硬化剤及び硬化促進剤
樹脂の硬化剤及び硬化促進剤は、良質の材料を用い、品質に悪影響
を及ぼさないものでなければならない。

　c）骨材
骨材は、清浄、強硬及び耐久的で適当な粒度を持ち、ごみ、泥、薄
い石片、細長の石片等の有害量を含んでいてはならない。

　d）充てん（填）材
充てん材は、JIS A 6201又は炭酸カルシウム、若しくはこれに準
ずるもので、品質がこれらと同等以上のものでなければならない。

　e）補強材
補強材として、ガラス繊維又は鉄筋を用いてもよい。
ガラス繊維を用いる場合は、JIS B 3411、又はJIS R 3412の
規格に適合したものでなければならない。鉄筋を用いる場合は、

¡外観及び形状
　ボックスの外観及び形状は、目視によって調べる。
¡寸法
　ボックスの寸法は、JIS B 7507に規定するノギス、JIS B 7512に
規定する鋼製巻尺、又はこれらと同等以上の精度を有するものを用いて
測定する。

　形式試験は、ボックスの種類ごとに製造業者の製作図、製作仕様書及
び形状及び寸法、外観、材料並びに表示の規定に適合していることを確
認した上で、軸方向耐荷重試験の試験を行い性能の規定に適合しなけれ
ばならない。
　なお、製造業者は、試験結果を記録、保存し、注文者の要求がある場
合は、提出しなければならない。

　ボックスの検査は、次の項目について行い、形状及び寸法、外観、材
料及び表示の規定に適合しなければならない。
a）形状検査
b）寸法検査
c）外観検査
d）材料検査
e）表示検査

　ボックスには、次の事項を容易に消えない方法で表示しなければなら
ない。
a）種類及び高さ、又はその略号
b）製造年又はその略号
c）製造業者名又はその略号

関連規格　JWWA B 132 水道用円形鉄蓋
　　　　　JWWA B 133 水道用角形鉄蓋
　　　　　JIS Z 8203 国際単位系（SI）及びその使い方

¡圧縮強度試験
　圧縮強度試験は、JIS A 1181によって供試体を作製し、JIS A 
1182又はJIS A 1183に準じて行う。このとき、供試体3個を80℃
で4時間乾燥させたものを使用する。試験結果は供試体3個の平均値に
よる。
¡吸水性試験
　吸水性試験は、直径75㎜、高さ150㎜の円柱状の供試体を作製し、
JIS K 6919の5.2.5（吸水率）又は5.2.6（煮沸吸水率）に準じて行う。
¡軸方向耐荷重試験
　ボックスの軸方向耐荷重試験は、試験機定盤上に載せて組み立てた
ボックスの上に鉄蓋を設置して、蓋の上面中心部に厚さ6㎜のゴム板を
敷き、その上に200㎜×500㎜の鉄製載荷板を置き、この箇所に表3
に示す試験荷重を鉛直方向に一様な速さで加える。
¡試験結果の数値の表し方
　試験結果の数値の表し方は、JIS Z 8401によって丸める。

表1 ボックスの種類
種類 適用（参考）

円形用

1号（250） 呼び径300以下の仕切弁用
2号（350） 呼び径500以下の仕切弁用

3号（500）
呼び径350～500の仕切弁用、地下式消火栓（単口）用
呼び径25の空気弁（急速）用、空気弁（単口）用
呼び径350以下のバタフライ弁（立形）用

4号（600）

呼び径600～800の仕切弁用
地下式消火栓（単口及び双口）用
呼び径75～150の空気弁（急速）用
呼び径75の空気弁（双口）用
呼び径400～700のバタフライ弁（立形）用

5号（700）
呼び径900～1200の仕切弁用
呼び径200の空気弁（急速）用
呼び径100の空気弁（双口）用
呼び径800～900のバタフライ弁（立形）用

6号（900）
呼び径1350～1500の仕切弁用
呼び径200の空気弁（急速）用
呼び径150の空気弁（双口）用
呼び径1000～1100のバタフライ弁（立形）用

角形用

1号
（500×400）

呼び径350～500の仕切弁用、
地下式消火栓（単口）用
空気弁（単口）用、呼び径25の空気弁（急速）用
呼び径350以下のバタフライ弁（立形）用

2号
（600×500）

呼び径600～800の仕切弁用
地下式消火栓（単口及び双口）用
呼び径75～150の空気弁（急速）用
呼び径75の空気弁（双口）用
呼び径400～500のバタフライ弁（立形）用

3号
（700×500）

呼び径900～1200の仕切弁用
呼び径200の空気弁（急速）用
呼び径100～150の空気弁（双口）用
呼び径400～500のバタフライ弁（立形）用

備考1. 種類の（　）内は、付表3のボックス内径D1寸法及び付表10のボックス内法A×B寸法を示
す。

　　2. 適用のバルブの呼び径は、概ね対象とされる範囲のものであるため、使用するバルブとボッ
クスの詳細寸法及び組み立て時のバルブとボックスの隙間等を確認の上、選定すること。

　　3. 円形用の1号、2号は、JWWA B 110のC形1号、C形2号用のボックスとしても使用でき
る。

JIS G 3112、JIS G 3532に適合するもの、又は機械的性質が
これと同等以上のものでなければならない。

表2 レジンコンクリートの品質

表3 軸方向耐荷重の試験荷重

品質項目 規定
圧縮強度 90MPa以上
吸水性 質量変化率±0.3％以内

種類 試験荷重　kN

円形用

1号 105
2号 140
3号

150

4号
5号
6号

角形用
1号
2号
3号
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付表1 ボックスの種類とその高さ

付表2 分割底版型ボックスの種類とその高さ

種類 部材記号 高さ

円形用

1号（250）

調整リング RB25（K） 50,100
上部壁 RB25（A） 150
中部壁 RB25（B） 100,200,300

下部壁
RB25（C） 300
RB25（CA） 150,300

底版 RB25（P） 40

2号（350）

調整リング RB35（K） 50,100
上部壁 RB35（A） 150
中部壁 RB35（B） 100,200,300

下部壁
RB35（C） 300
RB35（CA） 150,300

底版 RB35（P） 40

3号（500）

調整リング RB50（K） 50
上部壁 RB50（A） 200
中部壁 RB50（B） 100,200,300
下部壁 RB50（C） 200,300,500
底版 RB50（P） 40

4号（600）

調整リング RB60（K） 50
上部壁 RB60（A） 200
中部壁 RB60（B） 100,200,300
下部壁 RB60（C） 200,300,500
底版 RB60（P） 40

5号（700）

調整リング RB70（K） 50
上部壁 RB70（A） 200
中部壁 RB70（B） 100,200,300
下部壁 RB70（C） 300,500
底版 RB70（P） 40

6号（900）

調整リング RB90（K） 50
上部壁 RB90（A） 300
中部壁 RB90（B） 300,400,500
下部壁 RB90（C） 300,500
底版 RB90（P） 40

角形用

1号（500×400）

調整リング RB5040S（K） 50
上部壁 RB5040S（A） 200
中部壁 RB5040S（B） 100,200,300
下部壁 RB5040S（C） 200,400
底版 RB5040S（P） 40

2号（600×500）

調整リング RB6050S（K） 50
上部壁 RB6050S（A） 200
中部壁 RB6050S（B） 100,200,300
下部壁 RB6050S（C） 200,400
底版 RB6050S（P） 40

3号（700×600）

調整リング RB7050S（K） 50
上部壁 RB7050S（A） 200
中部壁 RB7050S（B） 100,200,300
下部壁 RB7050S（C） 400
底版 RB7050S（P） 40

種類 部材記号 高さ

円形用

1号（250） 下部壁 RB25（CATK） 360
2号（350） 下部壁 RB35（CATK） 360

3号（500）
下部壁 RB50（CTK） 210
底版 RB50（PTK） 40

4号（600）
下部壁 RB60（CTK） 210
底版 RB60（PTK） 40

角形用
1号（500×400） 下部壁 RB5040S（CTK） 210
2号（600×500） 下部壁 RB6050S（CTK） 210

（単位：㎜）

備考1.RB25（CATK)の底版はRB50（PTK）、RB35（CATK）はRB60（PTK）を、またRB5040S（CTK）の底版はRB5040S（P）、RB6050S（CTK）はRB6050S（P）をそれぞれ使用する。
　　2.下部壁の高さを参考寸法、底版の高さを最小寸法とする。

（単位：㎜）
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JIS材質記号

球状黒鉛鋳鉄の試験片

ねずみ鋳鉄の試験片

Yブロック検査の試験片採取位置 ノックオフ検査の試験片採取位置

試験片の

8A
区別

供試材の鋳
造寸法（径）

平行部の
長さ 径 肩部の半径

RDP

8B
8C
8D

約
約
約
約

13
20
30
45

約20
約32

約
約8
12.5

20
32

12.5
8 以上16

以上25
以上40

64以上
備考　この試験片は、伸び値を必要としない一般鋳鉄品などの引張試験に用いる。

単位（㎜）

φ
24
±
0.1

引張試験片

硬さ試験片

腐食試験片

摩耗試験片

250

2

4

3

2 3

供試材

35

1

4

1
55

4

25

14
0

25
15

25

4

　　JIS　G　5502　B号Yブロック
35

3

2

5155

φ
14

200

4

1

φ
30
±
0.1

＋
φ
16
－
0.
03

8±0.1

4号テストピース
JIS　Z　2201

3

50

鋳　型

25

5050
100

6

50

95

Ka形

12
5
70

55

50

φ25φ

55
155

50

鋳　型

180以上

25

6

φ

Kb形

25
φ

φ
2
0

　　　　一般鋳鉄品　　8号－C試験片
金属材料引張試験片　JIS  Z　2201

φ
30

R4
0以
上

記　号 日　本　語　名
AC アルミニウム合金鋳物
CAC 銅および銅合金鋳物
CR クロロプレンゴム
FC ねずみ鋳鉄品
FCD 球状黒鉛鋳鉄品
NBR ニトリルゴム
NR 天然ゴム
SxxC 機械構造用炭素鋼鋼材
SCM クロムモリブデン鋼鋼材
SGP 配管用炭素鋼鋼管
SR、SD 鉄筋コンクリート用棒鋼（SR:丸棒、SD:異形棒鋼）
SS 一般構造用圧延鋼材
STK 一般構造用炭素鋼鋼管
SCS ステンレス鋼鋳鋼品
SUS ステンレス鋼棒・板・帯等
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C
2.5

Si PMn
以上 以下2.7 0.08以下以下0.4 以下0.02

S
以下0.09
Mg
単位（％）

22以上

種類の番号

FCD350-22
FCD350-22L
FCD400-18
FCD400-18L
FCD400-15
FCD450-10

FCD600-3
FCD700-2

FCD500-7

FCD800-2

以上350

引張強さ
N/　

以上400

以上450
500以上

以上700
600以上

以上800 480以上

280以上

以上
以上

以上
370
420

320

以上250

以上220

耐力
N/　

伸び
（％）

以上18

以上15
以上10

3以上
以上7

以上2

シャルピー吸収エネルギー
試験温度℃ 3個の平均値J 個々の値J
23±5
－40±2

－20±2
23±5

以上17
以上12

14以上
以上12

以上14
9以上
以上11
9以上

HB硬さ

150以下

130～180

140～210
150～230

180～300
170～270

200～330

（参考）
基地組織

フェライト

フェライト＋パーライト
パーライト＋フェライト

パーライト又は焼戻し組織
パーライト

E E

FCD400-18A

種類の番号

FCD400-18AL

FCD400-15A

FCD600-3A

FCD500-7A

鋳鉄品の主要肉厚
A

30
60
30
60

引張強さ
N/　

耐力
N/　 ％

伸び

600
550

390

450
420

370

390
370

370
390

360
340

250

300
290

240

250
240

240
250

12

12
15

15 23±5

－20±2

14
試験温度 3 個々の値

12

10 7

9

11

シャルピー吸収エネルギー （参考）
硬さ 基地組織

120～180 フェライト

130～230 フェライト＋
パーライト

160～270 パーライト＋
フェライト

60以下を超え
を超え200
を超え 60

以下
以下

を超え200以下
を超え30 60以下
を超え60 200以下

を超え
を超え

を超え
を超え

30
60

30
60

以下60
200以下

60
200
以下
以下

以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上 以上

以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上

7
12
15

5
2
1

以上
以上
以下
以上
以上
以上
以上
以上
以上
以上

以上

以上

以上 以上

以上

以上
℃ J個の平均値 J HBE E

JIS-G-5501-1995 ねずみ鋳鉄品（抜粋）

¡適用範囲
　この規格は、片状黒鉛をもつ鋳鉄品について規定する。
¡用語の定義
　この規格で用いる主な用語の定義は、次による。
¡別鋳込み供試材
鋳鉄品とは別個に、原則として鋳鉄品と同種の鋳型を用いて、1バッチ
ごとに鋳鉄品と同一条件で鋳造する供試材。
¡本体付き供試材
鋳鉄品本体の所定の位置に、原則として鋳鉄品と同種の鋳型を付着さ
せ、鋳造する供試材。
¡実体強度用供試材
鋳造した鋳鉄品の所定の位置から直接に採取した供試材。

¡機械的性質
　ねずみ鋳鉄品は、機械試験を行い別鋳込み供試材の引張強さ及び硬さ
は、表1による。
なお、硬さは、注文者の要求がある場合に適用する。

表-１　別鋳込み供試材の機械的性質
種類の記号
FC100
FC150
FC200

FC300
FC250

FC350

100

350

250
300

200
150

引張強さ 硬さHB
以上
以上
以上
以上

以上
以上

以下201

以下
以下

以下
以下
以下

262
277

223
241

212

N/　E

JIS-G-5502-2024 球状黒鉛鋳鉄品（抜粋）

¡適用範囲
　この規格は、球状黒鉛鋳鉄品について規定する。
¡用語の定義
　この規格で用いる主な用語の定義は、次による。
¡別鋳込み供試材
　鋳鉄品とは別個に、原則として鋳鉄品と同種の鋳型を用いて、1バッ
チごとに鋳鉄品と同一条件で鋳造する供試材。
¡本体付き供試材
　鋳鉄品本体の所定の位置に、原則として鋳鉄品と同種の鋳型を付着さ
せ、鋳造する供試材。
¡化学成分
　鋳鉄品は、特に必要がある場合、分析試験を行い、その化学成分は、
受渡当事者間の協定による。
なお、参考として主な化学成分の範囲を参考表1に示す。

¡機械的性質
　球状黒鉛鋳鉄品の引張強さ、耐力、伸び及びシャルピー吸収エネル
ギーは、表1、表2による。ただし、耐力は、注文者の要求がある場合に
適用する。
¡黒鉛球状化率
　黒鉛球状化率は、特に注文者の指定がない場合、80％以上とする。
¡内部の健全性
　鋳鉄品の内部には、使用上有害な鋳巣などがあってはならない。
¡形状、寸法、寸法公差及び質量
　鋳鉄品の形状及び寸法は、図面又は模型で指定するものとし、長さ及
び肉厚寸法公差は、特に注文者の指定がない場合、JIS B 0403の球状
黒鉛鋳鉄による。鋳鉄品の質量は、受渡当事者間の協定による。

参考表１　化学成分

表-１　別鋳込み供試材の機械的性質

表-２　本体付き供試材の機械的性質
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JIS-A-5506-2018 下水道用マンホール蓋（抜粋）

¡適用範囲
　この規格は、下水道に使用する枠内径600㎜マンホールの蓋及び枠
（以下、マンホール蓋という。）について規定する。

¡引用規格
　次に掲げる規格は、この規格に引用されることによって、この規格の
規定の一部を構成する。これらの引用規格は、その最新版（追補を含
む。）を適用する。
JIS B 0403 鋳造品̶寸法公差方式及び削り代方式
JIS B 0405  普通公差̶第1部：個々に公差の指示がない長さ寸法

及び角度寸法に対する公差
JIS B 7502 マイクロメータ
JIS B 7503 ダイヤルゲージ
JIS B 7507 ノギス
JIS B 7518 デプスゲージ
JIS G 5501 ねずみ鋳鉄品
JIS G 5502 球状黒鉛鋳鉄品

¡用語及び定義

¡種類

　この規格で用いる主な用語及び定義は、次による。
¡マンホール蓋
　　下水道用マンホールに使用する蓋と枠との総称。
¡勾配受け構造
　蓋外周と枠内周との接触面を勾配に機械加工した構造で、車両通行
などによって蓋にかかる荷重を枠勾配面で受け、蓋を枠に食い込ませ
ることで長期の蓋のがたつき防止性を確保させるかん合構造。

¡平受け構造
　蓋下面と枠棚部上面とを機械加工した構造で、車両通行などによっ
て蓋にかかる荷重を枠棚部上面で受け、蓋のがたつき防止性を確保さ
せるかん合構造。

　  注記　蓋の開けやすさのために、蓋外周と枠内周との間に隙間を設けている。

¡荷重強さ
　マンホール蓋の荷重強さは、荷重区分に応じた試験荷重で、荷重たわ
み試験、耐荷重試験を行ったとき、それぞれ表3に示す基準を満足しなけ
ればならない。

¡蓋のがたつき防止性
　蓋のがたつき防止性は、球状黒鉛鋳鉄製マンホール蓋の場合は勾配受
け構造とし、ねずみ鋳鉄製マンホール蓋の場合は平受け構造とし、蓋の
がたつき防止性試験を行ったとき、蓋と枠との接触面に蓋のがたつきが
あってはならない。

¡蓋の開閉操作性
　蓋の開閉操作性は、次による。
a）蓋の開閉性
　蓋の開閉性は、種類ごとに表4による。

　マンホール蓋の種類は、材料によって表1のとおり区分する。

¡構造・性能
¡マンホール蓋の性能
　マンホール蓋の性能は、種類ごとに表2による。

表-2 マンホール蓋の性能

記号　●：必須性能　○：付加性能（適用は、受渡当事者間の協定による。）

表-1 マンホール蓋の種類

表-3 荷重強さの基準

表-4 蓋の開閉性

種類 材料 荷重区分及び主な使用場所

球状黒鉛鋳鉄製マンホール蓋 球状黒鉛鋳鉄 T-25（道路一般）
T-14（歩道又は大型車の
通行の少ない道路）ねずみ鋳鉄製マンホール蓋 ねずみ鋳鉄

種類 要求性能 試験

球状黒鉛鋳鉄製
マンホール蓋

1本の専用工具で蓋の開閉が
可能でなければならない 蓋の

開閉性試験ねずみ鋳鉄製
マンホール蓋

2本の専用工具で蓋の開閉が
可能でなければならない

荷重強さ 荷重区分 試験荷重　kN 基準

荷重たわみ
T-25 210 たわみ 2.2㎜以下、

残留たわみ 0.1㎜以下T-14 120

耐荷重 T-25 700 割れ及びひび割れが
あってはならないT-14 400

種類 荷重
強さ

蓋の
がたつき
防止性

蓋の開閉操作性 蓋の内圧安全性
蓋の
開閉性

蓋の逸脱
防止性

蓋の不法
開放防止性

蓋の圧力
解放耐揚圧性

転落
防止性

球状黒鉛鋳鉄製
マンホール蓋 ● ● ● ● ○ ○ ○

ねずみ鋳鉄製
マンホール蓋 ● ● ● ○ ○ ○ ○

¡形状及び寸法並びに寸法の許容差

¡外観

¡材料

¡塗装

　蓋と枠の形状及び寸法並びに寸法の許容差は、図2及び図3のとおりと
する。指定のない場合は、許容差は、JIS B 0403の表1（鋳造品の寸法
公差）のCT11（肉厚はCT12)又はJIS B 0405のｍ （中級）以上とする。

　マンホール蓋の内外面には、きず、鋳巣、その他有害な欠陥があっては
ならない。

　蓋の材料は、種類ごとに表6による。

　マンホール蓋は、内外面を清掃した後、乾燥が速やかで、密着性に富み、
防食性及び耐候性に優れた塗料で塗装しなければならない。

b）蓋の逸脱防止性
　蓋の逸脱防止性は、種類ごとに表5による。

¡試験方法
¡荷重たわみ試験
　図1のように、供試体をがたつきのないように試験機定盤上に載せ、
蓋の上部中央に厚さ6㎜の良質のゴム板（中央φ50㎜以下穴あき）を載
せ、その上に長さ約500㎜、幅約200㎜、厚さ約50㎜の鉄製載荷板（中
央φ50㎜以下穴あき）を置き、更にその上に鉄製やぐらを置く。鉄製載
荷板と鉄製やぐらとの間にJIS B 7503に規定する目量0.01㎜のダ
イヤルゲージを針が蓋中央に接触するように両端をマグネットベース
で固定して支持する。ダイヤルゲージの目盛をゼロにセットした後、一
様な速さで5分間以内に鉛直方向に荷重を表3の試験荷重に達するまで
加え、1分間静置した後、静置後のたわみ及び荷重を取り去ったときの
残留たわみを測定する。
　なお、勾配受け構造の蓋は、試験前にあらかじめ荷重（試験荷重と同
一荷重）を加え、食い込み状態にしてから試験を行う。

表-5 蓋の逸脱防止性

表-6 蓋の材料

種類 要求性能 試験

球状黒鉛鋳鉄製
マンホール蓋

蓋と枠とを
連結するちょう番を設け、
蓋が逸脱してはならない。 蓋の

逸脱防止性
試験ねずみ鋳鉄製

マンホール蓋
蓋と枠とを連結するちょう番、

鎖などを設け、
蓋が逸脱してはならない。

種類 材料規定

球状黒鉛鋳鉄製
マンホール蓋

球状黒鉛鋳鉄は、JIS G 5502に規定する
機械的性質をもち、蓋はFCD700-2、
枠はFCD600-3の材質とする。

ねずみ鋳鉄製
マンホール蓋

ねずみ鋳鉄は、JIS G 5501に規定する
機械的性質をもち、FC200、FC250又は

FC300の材質とする。
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A

2
0
0

500

φ50以下

A’
載荷板(200×500,中央φ50以下穴明)

ゴム板

試験機定盤

供試体(枠)

供試体(ふた)

0.01mm ダイヤルゲージ

6
50

マグネットベース軸

ダイヤルゲージ取付バー

内径600,
外形820の鉄製台

荷重

A－A’

¡耐荷重試験
　耐荷重試験は、荷重たわみ試験と同様の方法によって荷重を表3に示
す試験荷重に達するまで加え、1分間静置した後の異常の有無を調べる。
¡蓋のがたつき防止性試験
　蓋のがたつき防止性試験は、蓋と枠とをかん合させ、プラスチックハ
ンマーなどで蓋の中央及び端部付近をたたき、蓋のがたつきの有無を目
視によって確認する。
¡蓋の開閉性試験
　蓋の開閉性試験は、蓋と枠とをかん合させた状態から所定の本数の専
用工具を用いて、受渡当事者間にて合意された方法によって蓋と枠との
かん合を解いて蓋を開き、その後に蓋を枠にかん合させ、蓋を閉めるこ
とができるかを確認する。
¡蓋の逸脱防止性試験
　蓋の逸脱防止性試験は、球状黒鉛鋳鉄製マンホール蓋の場合は、蓋を
開いた後、蓋を360度旋回及び180度転回させ、蓋の逸脱の有無を確
認する。ねずみ鋳鉄製マンホール蓋の場合は、蓋を開放させた際の蓋の
逸脱の有無を確認する。
¡寸法測定
　マンホール蓋の寸法は、JIS B 7502に規定するマイクロメータ、
JIS B 7507に規定するノギスなどを用いて測定する。
¡外観
　蓋及び枠の外観は、目視によって調べる。

¡検査

¡表示

　検査は、次の形式検査1）と受渡検査2）とに区分し、この検査項目の試験
を行ったとき、構造・性能、形状及び寸法並びに寸法の許容差、外観、材
料、塗装に適合しなければならない。
　なお、受渡検査における抜取検査方式は、受渡当事者間の協定による。
注1）製品の品質が、設計で示した全ての特性を満足するかどうかを判断するための検査。
　2） 既に形式検査に合格したものと同じ設計・製造による製品の受渡しに際して、必要と認める

特性が満足するものであるかどうかを判断するための検査。

　a）形式検査項目
1）形状・寸法検査
2）構造・性能検査
3）外観検査

　b）受渡検査項目
1）形状・寸法検査
2）外観検査

　蓋には、裏面に容易に消えない方法で、次の事項を表示しなければな
らない。
　a）材質記号
　b）製造業者又はその略号
　c）製造年又はその略号

図2　球状黒鉛鋳鉄製マンホール蓋（勾配受け構造）

図3　ねずみ鋳鉄製マンホール蓋（平受け構造）

４０
　
＋ －
１
.８

６００＋－３.５
７６０＋－４.０
８２０＋－４.０

Ｄ　＋－０.３

１
１
０
＋ －
２
.５

アンカー穴開閉器具用穴

凹凸模様

ちょう番枠
蓋

錠

補強リブ

２２　＋－１.６

ｂ） ｃ）

ｄ
）

ａ）

ｅ）

ｆ）

ｄ）

６００＋－３.５
７６０＋－４.０
８２０＋－４.０

２２　＋－１.６

Ｄ１　＋－１.５
Ｄ２　＋－１.５

凹凸模様

開閉器具用穴

１
１
０
＋ －
２
.５

枠

錠

蓋

アンカー穴

４０
　
＋ －
１
.８ａ）

ｃ
）

ｂ）

ｅ）

ｅ）

ｄ） ｃ）

注a）蓋に補強リブを設けた場合を示す。
b）開閉器具用穴は、1か所以上設ける。
c）アンカー穴については、6個又は12個とし、等ピッチで設ける。
d）数値は、標準寸法を示す。
e）不法開放防止性及び圧力解放耐揚圧性における錠を取り付けた場合を示す。
f）かん合部の蓋の外径、枠の内径Dは、製品により異なる。

注a）開閉器具用穴は、2か所以上設ける。
b）アンカー穴については、6個又は12個とし、等ピッチで設ける。
c）数値は、標準寸法を示す。
d）不法開放防止性及び圧力解放耐揚圧性における錠を取り付けた場合を示す。
e）かん合部の蓋の外径D1、枠の内径D2は、製品により異なる。

（単位：㎜）

（単位：㎜）

図1　マンホール蓋の荷重試験方法
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JIS-B-0403-1995 附属書1　鋳鉄品の普通寸法公差（抜粋）

¡適用範囲
　この附属書1は、砂型（精密鋳型及びこれに準じるものを除く。）によ
るねずみ鋳鉄品及び球状黒鉛鋳鉄品の長さ及び肉厚の鋳放し寸法の普
通公差について規定する。
　なお、この附属書1は、5年を経過した時点で廃止を予定しているの
で，この附属書1の適用を受けた図面は、できるだけ早い時期に本体の
普通公差を適用するのがよい。

¡長さの等級及び許容差
　長さの公差の等級は精級及び並級とし、その許容差は附属書1表1に
よる。
¡肉厚の等級及び許容差
　肉厚の等級は精級及び並級とし、その許容差は附属書1表2による。

寸法の区分
精級
ねずみ鋳鉄品

±1

±2
±1.5

±4
±3

±10

±1.5

±3
±2

±6
±4

並級

±2

±4
±5

±2.5

精級
±1.5

±10

±2.5
±3.5

±7
±5

±2
並級

球状黒鉛鋳鉄品

120を超え
250を超え
400を超え
800を超え
1600を超え

120以下
250以下
400以下
800以下
1600以下
3150以下

単位（㎜）付属書1表１　長さの許容差
寸法の区分

精級
ねずみ鋳鉄品

±1

±2
±1.5

±2

±1.5

±3
±2

±3.5

並級

±1.5

±2.5
±2

精級
±1.2

±2.5
±3
±4

±2
並級

球状黒鉛鋳鉄品

10を超え
18を超え
30を超え

10以下
18以下
30以下
50以下

（㎜）単位付属書1表２　肉厚の許容差

JIS-B-0403-1995 鋳造品一寸法公差方式及び削り代方式（抜粋）

¡適用範囲 図４　最大型ずれ
　この規格は、鋳造品の寸法に対する公差方式及び要求する削り代方式
について規定し、金属及びそれらの合金を種々の方法で鋳造した鋳造品
の寸法に適用する。
　この規格は、図面に一括して指示する鋳造品の普通寸法公差（以下、普
通公差という。）の等級及び要求する削り代、並びに特定の寸法の後に続け
て直接指示する個々の公差等級及び要求する削り代の両方に適用する。
　この規格は、鋳造工場が模型（pattern equipment）又は金型を準備
する場合、又はその準備に対して責任を負う場合に適用する。
¡公差等級
　CT1～CT16で表示する16等級とする（表1参照）。普通公差がふさ
わしくない寸法に対しては、個々の公差を割り当てる。
¡型ずれ
　特に指定がある場合を除いて、型ずれは，表1に示す公差内になけれ
ばならない（図4参照）。
　型ずれの最大値を更に制限する場合には、図面上にその最大値を指示
する。
¡肉厚
　特に指定がある場合を除いて、公差等級CT1～CT15における肉厚
の寸法公差は、他の部分に適用する公差等級よりも1等級大きい公差と
する。例えば、図面上の寸法公差がCT10であるならば、肉厚の公差は
CT11とする。

鋳放し鋳造品の

10
16
25
40

25

63
40

16
10

100

250
160

63
160

400
250

100

6300
4000

10000
6300

630

2500
1600
1000

400
1000

2500
4000

1600

630

0.09 0.13 0.18 0.360.26
0.140.1 0.2 0.28 0.38

0.11 0.220.15 0.3 0.42

0.13
0.12

0.26
0.24

0.18
0.17

0.36
0.32

0.5
0.46

0.15
0.14

0.34
0.4

0.3
0.28

0.22
0.24

0.2
0.44

0.56
0.5

0.4
0.62

0.78
0.7

0.56

0.64
1
0.9

4.4

1.8
2

2.6
2.2

1.2

1.6
1.4

1.2

1.6
1.4

1.1
1
0.88

2.6

3.2
3.8

2.8

2
2.2

1.8
1.1

0.9
1

0.82
0.78
0.74

0.58

0.78

0.64
0.7

0.54
0.52

1.2

1.4
1.6

1.3

1
1.1

6.2
7

3.6

4.6
5.4

4

2.8
3.2

2.5

1.7

2
2.2

1.8

1.5
1.6

179 12

16
1410

11 23
20

7
8

10
9

5

6.2
5.6

5

8
7
6

4.4
4
3.6

10

13
15

11

8
9

7
4.4

3.6
4

3.2
3
2.8

2.4

3.2

2.6
2.8

2.2
2

4.6

5.6
6

5

4.2
4.4

20

25
22

32

42
37

28

56
64

49383024

32
28

40
35

50
44

1814

18
21

16
23
26

20

11
12

10
14
16

12

22

29
33

25

18
20

16

14

18
16

1286

8
9

7
10
11

9
10

12
14

11

基準寸法
を超え 以下 鋳造公差等級 CT（2）（3）

全鋳造公差（）1

121 32 4 85 6 7 109 11 13（ 16（14（ 15（3） 4） 4） 4）（5）

単位（㎜）

注（
（
（
（
（

1）　10.参照。
2）　公差等級CT1～CT15における肉厚に対して、1等級大きい公差等級を適用する（7.参照）。
3）　5.参照。
4）　16mmまでの寸法に対してCT13～CT16までの普通公差は適用しないので、これらの寸法には、個々の公差を指示する。
5）　等級CT16は、一般にCT15を指示した鋳造品の肉厚に対してだけ適用する。

表-１　鋳造品の寸法公差

最大型ずれ最大型ずれ

最大型ずれ

最大許容寸法

最小許容寸法
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JIS-B-0405-1991 普通公差－第１部　個々に公差の指示がない長さ寸法及び角度寸法に対する公差（抜粋）

¡適用範囲
　この規格は、図面指示を簡単にすることを意図し、個々に公差の指示
がない長さ寸法及び角度寸法に対する四つの公差等級の普通公差
（general tolerance）について規定する。

　この規格は、個々に公差指示がない次の寸法にだけ適用する。
(a)　長さ寸法（例えば、外側寸法、内側寸法、段差寸法、直径、半径、間

隔、かどの丸み及びかどの面取寸法）。
(b)　角度寸法［通常、図面に指示されない角度、例えば、JIS B 0419

が引用されていない直角（90°）、又は正多角形の角度を含む。］。
(c)　組立品を機械加工して得られる長さ寸法及び角度寸法。
この規格は、次の寸法には適用しない。
(a)　普通公差についての別の規格が適用される長さ寸法及び角度寸法。
(b)　括弧内に指示した参考寸法。
(c)　長方形の枠内に指示した理論的に正しい寸法。

備考１．長さ寸法及び角度寸法に対する普通公差表示方式の背景にある概念は、附属書Aに述べる。
　　　　この規格は、金属の除去加工（metal removal）又は板金成形（forming from sheet 

metal）によって製作した部品の寸法に適用する。
　　２．これらの公差は、金属以外の材料に適用してもよい。
　　３．類似の規格があり、又は計画されている。例えば、鋳造品に対するJIS　B 0403（鋳造

品一寸法公差方式）参照。

¡一般事項
　公差等級を選ぶ場合、個々の工場で通常に得られる加工精度を考慮し
なければならない。個々の形体（feature）に対して、より小さな公差が
要求される場合、又はより大きな公差が許容され、かつ、それがより経
済的である場合には、そのような公差をその基準寸法に続けて個々に指
示するのがよい。
　長さ寸法及び角度寸法に対する普通公差は、4.及び5.に従って図面
又は関連文書にこの規格が引用されるときに適用する。他の加工方法に
対する普通公差が別の規格に規定されている場合には、図面又は関連文
書にそれらを引用する。仕上げられていない表面と仕上げられた表面と
の間の寸法（例えば、鋳造品又は鍛造品の場合）に対して、個々に公差が
直接指示されない場合には、問題とする二つの普通公差のうちの大きい
ほうを適用する。例えば、鋳造品に対しては、JIS B 0403を参照。

¡普通公差
¡長さ寸法
長さ寸法に対する普通公差は、表1及び表2に示す許容差による。
¡角度寸法
角度の単位で指定した普通公差は、線の、又は表面を構成している線分
の一般的な姿勢だけを規制し、それらの形状偏差を規制するものではな
い。実際の表面から得られる線の一般的な姿勢は、理想的な幾何学的形
状の接触線の姿勢で決まる。このとき、接触線と実際の線との間の最大
間隔は、できるだけ小さい値でなければならない（JIS B 0024参照）。
角度寸法の普通公差は、表3に示す許容差による。

公差等級

f

記号 説明

精級
m 中級
c 粗級
v 極粗級

以上
0.5（

許容差
±0.05 ±0.05 ±0.15±0.1 ±0.2
±0.1 ±0.1 ±0.2 ±0.3 ±0.5
±0.2

±0.5
±0.3 ±0.5

±1
±0.8
±1.5

±1.2
±2.5 ±4

±2

±0.3
±0.8

±6
±3

±0.5
±1.2

±4
±8

±2

基準寸法の区分
1）

3以下

3を超え
6以下

6を超え
30以下

30を超え
120以下

120を超え
400以下

400を超え
1000以下

1000を超え
2000以下

2000を超え
4000以下

注（1）　0.5mm未満の基準寸法に対しては、その基準寸法に続けて許容差を個々に指示する。

（㎜）単位表-１　面取り部分を除く長さ寸法に対する許容差（かどの丸み及びかどの面取寸法については、表２参照）

公差等級

f

記号 説明

精級
m 中級
c 粗級
v 極粗級

以上
0.5（

±0.2 ±0.5 ±1

±0.4 ±1 ±2

基準寸法の区分
1）

3以下

3を超え
6以下

6を超え
るもの

許容差

注（1）　0.5mm未満の基準寸法に対しては、その基準寸法に続けて許容差を個々に指示する。

（㎜）単位
表-２　面取り部分の長さ寸法（かどの丸み及びかどの
　　　  面取寸法）に対する許容差

公差等級
記号 説明

v
c
m
f

極粗級
粗級
中級
精級 ±1°

±1°30′
±3° ±2°

±1°

±30′ ±20′

±30′
±1° ±30′

±15′

±10′ ±5′

±10′
±20′

以下10
50
10を超え
以下 以下

を超え
120
50

対象とする角度の短い方の辺の長さ（単位㎜）の区分

以下
を超え

400
120 を超え400

るもの
許容差

表-３　角度寸法の許容差
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JIS-G-3101-2024 一般構造用圧延鋼材（抜粋）

¡適用範囲
　この規格は、橋梁、船舶、車両その他の構造物に用いる一般構造用の
熱間圧延鋼材（以下、鋼材という。）及び熱間押出形鋼について規定する。

¡種類及び記号並びに適用寸法
　鋼材の種類は、4種類とし、その記号及び適用寸法は、表1による。

¡化学成分
　鋼材は、8.1（分析試験）の試験を行い、その溶鋼分析値は、表2による。

¡機械的性質
　鋼材は、8.2（機械試験）の試験を行い、その降伏点又は耐力、引張強
さ、伸び及び曲げ性は、表3による。ただし、辺が40㎜未満の形鋼及び
幅が40㎜未満の平鋼の機械的性質は、附属書JAによる。
　なお、曲げ性の場合は、曲げ試験片の外側にき裂を生じてはならない。

表-１　種類の記号
種類の記号
SS400

摘要
鋼板、鋼帯、形鋼、平鋼及び棒鋼

棒鋼にはバーインコイルを含む。

表-２　化学成分

表-３　機械的性質

種類の記号

SS400

化学成分
C Mn SP

0.050以下 0.050以下

種類の
記号

降伏点又は耐力N/㎟
引張
強さ
N/㎟

鋼材の寸法㎜ 引張
試験片

伸び
（％）

曲げ性
鋼材の厚さ㎜

曲げ
角度 内側半径 試験

片16以下 16を超え
40以下

40を超え
100以下

100を
超えるもの

SS400 245以上 235以上 215以上 205以上
400

～

510

鋼板、鋼帯、平鋼の厚さ5以下 5号 21以上

180° 厚さの
1.5倍 1号

鋼板、鋼帯、平鋼の厚さ5を超え16以下 1A号 17以上
鋼板、鋼帯、平鋼の厚さ16を超え50以下 1A号 21以上
鋼板、鋼帯、平鋼の厚さ40を超えるもの 4号 23以上
棒鋼の径、辺又は対辺距離25以下 2号 20以上

180°径、辺又は対辺距離の1.5倍 2号
棒鋼の径、辺又は対辺距離25を超えるもの 14A号 22以上
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JIS-G-4305-2021 冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯（抜粋）

¡適用範囲
　この規格は、冷間圧延ステンレス鋼板（以下、板という。）及び冷間圧
延ステンレス鋼帯（以下、帯という。）について規定する。

¡種類、記号および分類
　板及び帯の種類は62種類とし、その記号及び分類は、表1による。

¡化学成分
¡溶鋼分析値
板及び帯は，11.1の試験を行い，その溶鋼分析値は，表3～7による。
¡製品分析値
注文者が製品分析を要求する場合、11.1（分析試験）によって試験を行い、
その値は、表3～表7の値に、JIS G 0321の表5（ステンレス鋼及び耐熱
鋼鋼材の製品分析の許容変動値）による許容変動値を適用する。ただし、
JIS G 0321の表5に規定されていない元素の許容変動値については、受
渡当事者間で協定してもよい。

¡機械的性質
¡一般事項
　熱処理を行った板及び帯は、11.2（機械試験）の試験を行い、その機械
的性質は、6.2 ～6.6による。ただし、厚さ0.30㎜未満の板及び帯につ
いては、引張試験を省略してもよい。
¡オーステナイト系の機械的性質
　固溶化熱処理を行った板及び帯の機械的性質は、表8による。この場
合、供試材は、JIS G 0404の7.6（試験片採取条件及び試験片）のA類
による。ただし、耐力は、注文者の指定がある場合に適用する。

表-１　種類の記号及び分類
種類の記号（抜粋）
SUS304

分　類
オーステナイト系

※板である記号で表す必要のある場合には、種類の記号の末尾に-CPを付記する。

種類の記号

SUS304

化　　学　　成　　分　　（％）
C

0.08
si

1.00
Mn

2.00
P

0.045
S

0.030
Ni

8.00～10.50
Cr

18.00～20.00
Mo Cu その他N

以下 以下 以下 以下 以下

表-3　オーステナイト系の化学成分

種類の記号

SUS304 205

耐力 引張強さ

520

N/　 N/　

以上 以上 40以上

伸び（％） 硬　　　さ
HBW HRBS又はHRBW HV
187 90 200以下 以下 以下

E E

表-8　オーステナイト系の機械的性質
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JIS-G-5121-2003 ステンレス鋼鋳鋼品（抜粋）

¡適用範囲
　この規格は、ステンレス鋼鋳鋼品（遠心力鋳鋼管を含む。以下、鋳鋼品
という。）について規定する。

¡種類の記号
　鋳鋼品の種類の記号は、表1による。

¡化学成分
　鋳鋼品は、12.2（分析試験）の試験を行い、その溶鋼分析値は、表2に
よる。

¡機械的性質
　鋳鋼品は12.3（機械試験）の試験を行い、その耐力、引張強さ、伸び、
絞り及び硬さは、表3による。
　なお、シャルピー試験については、受渡当事者間の協定によってもよい。

¡形状および寸法
　鋳鋼品は、12.5（形状及び寸法の測定）の試験を行い、その形状及び
寸法は、JIS G 0307の6.2.3 c）（形状、寸法、機械加工代及び寸法許
容差）による。ただし、受渡当事者間の協定による場合は、この限りでは
ない。

¡外観
　鋳鋼品は、12.6（外観試験）の試験を行い、その外観は、使用上有害
なきず、割れ、鋳巣などがあってはならない。

¡健全性
　鋳鋼品は、注文者が要求する場合、12.7（非破壊試験）又は適切な方
法によって試験を行い、その健全性は、使用上有害なきず、割れ、鋳巣
などの欠陥があってはならない。
　なお、鋳鋼品の健全性の合否判定基準は、受渡当事者間の協定による。

¡製造方法
¡製造方法の一般事項
　製造方法の一般事項は、JIS G 0307の5.（製造方法）による。
¡熱処理
　鋳鋼品は、表3、表4の熱処理を行う。ただし、これ以外の熱処理につ
いては、受渡当事者間の協定による。

表-１　種類の記号

表-２　化学成分

表-３　機械的性質及び熱処理

種類の記号 対応ISO鋼種 類似鋼種（参考）
ASTM

SCS 13 ̶ ̶
SCS 13A ̶ CF8

種類の記号 C Si Mn P S Ni Cr Mo Cu その他
SCS 13 0.08以下 2.00以下 2.00以下 0.040以下 0.040以下 8.00～11.00 18.00（3）～21.00 ̶ ̶ ̶
SCS 13A 0.08以下 2.00以下 1.50以下 0.040以下 0.040以下 8.00～11.00 18.00（3）～21.00 ̶ ̶ ̶

種類の記号 熱処理条件℃ 耐力
N/㎟

引張強さ
N/㎟

伸び
％

絞り
％

硬さ
HB記号 熱入れ 熱戻し 固溶化熱処理

SCS 13 S ̶ ̶ 1030～1150 急冷 185以上（8） 440以上 30以上 ̶ 183以下
SCS 13A S ̶ ̶ 1030～1150 急冷 205以上（8） 480以上 33以上 ̶ 183以下

注（1）Niは、1.00％以下添加してもよい。
　（2）必要に応じて、表記以外の合金元素を添加してもよい。
　（3） SCS13、SCS13A、SCS14及びSCS14Aで低温に使用する場合、Crの上限を23.00％としてもよい。

注（8）耐力の値は注文者の指定があった場合に適用する。

（単位：%）
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JIS-H-8641-2021 溶融亜鉛めっき（抜粋）

¡適用範囲
　この規格は、鋼材及び鋼材加工品（以下、素材（1）と総称する。）に防食
の目的で施される溶融亜鉛めっきの有効面（2）について規定する。ただ
し、連続的に溶融亜鉛めっきされた溶融亜鉛めっき鋼板類、亜鉛めっき
鉄線類及び亜鉛めっき鋼線類は除く。

¡めっきの品質
¡外観
　めっきの外側は、受渡当事者間の協定による用途に対して使用上支障
のある不めっきなどがあってはならない。また、めっき表面に現れる耐
食性にはほとんど影響のない、濃淡のくすみ（やけなど）及び湿気による
しみ（白さびなど）によって合否を判定してはならない。

¡密着性
　めっき皮膜は、素材表面とよく密着し、通常の取扱いでは、はく離又
はき裂を生じないものでなければならない。7.5（密着性試験）の試験
で、ハンマ試験を行った場合、打こん間に連続した浮き上がり又ははく
離があってはならない。

表1－種類の記号及び膜厚（JIS H 8641の表1及び表２参照）

表2－膜厚と付着量との関係（JIS H 8641の解説表1参照）

種類の記号 膜厚（μm） 適用例 a)（参考）

HDZT 35 35以上 厚さ5㎜以下の素材、直径12㎜以上のボルト・ナット、厚さ2.3㎜を超える座金などで、遠心分離によって亜鉛の
たれ切りをするもの又は機能上薄い膜厚が要求されるもの

HDZT 42 42以上 厚さ5㎜を超える素材で、遠心分離によって亜鉛のたれ切りをするもの又は機能上薄い膜厚が要求されるもの
HDZT 49 49以上 厚さ1㎜以上の素材、直径12㎜以上のボルト・ナット及び厚さ2.3㎜を超える座金
HDZT 56 56以上 厚さ2㎜以上の素材
HDZT 63 63以上 厚さ3㎜以上の素材
HDZT 70 70以上 厚さ5㎜以上の素材
HDZT 77 77以上 厚さ6㎜以上の素材

膜厚［この規格］ 付着量［旧規格 a)］
種類の記号 膜厚（μm） 種類 記号 付着量（g/㎡）
HDZT 35 35以上 1種A HDZ A 250以上 b)

HDZT 42 42以上 1種B HDZ B 300以上 b)

HDZT 49 49以上 2種35 HDZ 35 350以上
HDZT 56 56以上 2種40 HDZ 40 400以上
HDZT 63 63以上 2種45 HDZ 45 450以上
HDZT 70 70以上 2種50 HDZ 50 500以上
HDZT 77 77以上 2種55 HDZ 55 550以上

注a) 適用例の欄に示す厚さ及び直径は、公称寸法による。

注a) 旧規格では、2種について付着量を規定している。
注b) 1種の付着量は、HDZ Aの平均めっき膜厚の平均値（35μm）又はHDZ Bの平均めっき膜厚の平均値（42μm）に、めっき皮膜の密度を7.2g/㎤として、これに乗じた値を示す。

JIS-H-8300-2021 亜鉛、アルミニウム及びそれらの合金溶射

¡適用範囲

¡用語及び定義

　この規格は、鉄鋼に防食の目的で施した亜鉛、アルミニウム及びそれ
らの合金溶射皮膜について規定する。ただし、溶射皮膜の修復について
は、この規格を適用しない。

　この規格で用いる主な用語及び定義は、JIS H 8200、JIS Z 
0311及びJIS Z 0312によるほか、次による。
¡有効面（significant surface）
　物品の実用上又は外観上の必要性から、皮膜によって覆われた又は覆
われるべき部分
¡最小皮膜厚さ（minimum local thickness）
　個別の物品の有効面上の複数点で測定した皮膜厚さの最小の値。

¡種類及び記号
　溶射皮膜の種類及び記号は、次による。

a） 溶射の方法、溶射皮膜の種類、厚さなどの記号は、JIS H 8250
による。

b） 溶射皮膜の種類を表す記号は、表1の溶射材料の種類の記号に
よる。

¡溶射材料の種類及び最小厚さ
　亜鉛、アルミニウム及びそれらの合金溶射皮膜は、表1の溶射材料ご
とに分類する

溶射材料の種類
最小皮膜厚さの指定範囲
最小皮膜厚さ（μm）

Zn 99.99

Al 99.5

AlMg 5

ZnAl 15

50 150 250100 200 300

表1　溶射材料の種類及び最小厚さ

最小皮膜厚さの指定範囲は、二重線及び破線の範囲とする。ただし、破線の範囲については、受渡当事者間の協定による。
受渡当事者間の協定によって溶射皮膜厚さを指定する場合、皮膜の厚さの均一性を確保するための溶射の方法、封孔剤の使用、試験法及び中間値の指定については取り決めることができる。






